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はじめに

ここでは、[Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルーティング構成ガイド（Cisco

Nexus 3548 Switch NX-OS Unicast Routing Configuration Guide）]の対象読者、構成、および表記
法について説明します。また、関連マニュアルの入手方法についても説明します。

この章は、次の項で構成されています。

•対象読者（xiページ）
•表記法（xiページ）
• Nexus 3548スイッチ NX-OSソフトウェアの関連資料（xiiページ）
•マニュアルに関するフィードバック（xivページ）
•通信、サービス、およびその他の情報（xivページ）

対象読者
このマニュアルを使用するには、IPおよびルーティングのテクノロジーに関する詳しい知識が
必要です。

表記法
コマンドの説明では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

コマンドおよびキーワードは太字で示しています。太字

ユーザーが値を指定する引数は、イタリック体で示しています。イタリック体

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦棒で区
切って示しています。

[ x | y | z ]
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説明表記法

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。引用
符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

出力例では、次の表記法を使用しています。

スイッチに表示される端末セッションおよび情報は、screenフォン
トで示しています。

screenフォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字のスクリーンフォ

ントで示しています。

太字の screenフォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォントで
示しています。

イタリック体の screen

フォント

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で囲ん
で示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲

んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合に
は、コメント行であることを示します。

!、#

このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

「注釈」を意味します。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介して

います。

（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

「問題解決に役立つ情報」です。ヒント

Nexus 3548スイッチ NX-OSソフトウェアの関連資料
Cisco Nexus 3548スイッチソフトウェア全体のマニュアルセットは、次の URLにあります。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps11541/tsd_products_support_series_home.html

リリースノート

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OS基礎構成ガイド、リリース 10.3(x)
xii

はじめに

Nexus 3548スイッチ NX-OSソフトウェアの関連資料

https://www.cisco.com/en/US/products/ps11541/tsd_products_support_series_home.html


リリースノートは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps11541/prod_release_notes_list.html

インストレーションガイドおよびアップグレードガイド

インストレーションガイドおよびアップグレードガイドは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps11541/prod_installation_guides_list.html

このカテゴリのマニュアルには、次が含まれます。

•『CiscoNexus 5000 Series, CiscoNexus 3000 Series, and CiscoNexus 2000 Series Safety Information
and Documentation』

•『Regulatory, Compliance, and Safety Information for the Cisco Nexus 5000 Series, Cisco Nexus
3000 Series, and Cisco Nexus 2000 Series』

•『Cisco Nexus 3000 Series Hardware Installation Guide』

ライセンス情報

NX-OSの機能ライセンスについては、Cisco NX-OS Licensing Guideを参照してください。次の
URLから入手できます：
http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/datacenter/sw/nx-os/licensing/guide/b_Cisco_NX-OS_Licensing_Guide.html

コンフィギュレーションガイド

コンフィギュレーションガイドは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps11541/products_installation_and_configuration_guides_list.html

このカテゴリのマニュアルには、次が含まれます。

•『Fundamentals Configuration Guide』

•『Interfaces Configuration Guide』

•『Layer 2 Switching Configuration Guide』

•『Multicast Configuration Guide』

•『Quality of Service Configuration Guide』

•『Security Configuration Guide』

•『System Management Configuration Guide』

•『Unicast Routing Configuration Guide』

•『Verified Scalability Guide for Cisco NX-OS』

コマンドリファレンス

コマンドリファレンスは、次の URLで入手できます。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-3000-series-switches/
products-command-reference-list.html
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エラーメッセージおよびシステムメッセージ

システムメッセージリファレンスガイドは、次の URLで入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps11541/products_system_message_guides_list.html

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点が

ございましたら、nexus3k-docfeedback@cisco.comまでご連絡ください。ご協力をよろしくお願
いいたします。

通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、シスコサービスにアクセスしてく
ださい。

•サービスリクエストを送信するには、シスコサポートにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、Cisco Pressに
アクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

Ciscoバグ検索ツール

Ciscoバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理する Ciscoバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツール
です。BSTは、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。
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第 1 章

新機能と変更情報

•新機能と変更情報（1ページ）

新機能と変更情報
表 1 : NX-OSリリース 10.3(x)の新機能および変更された機能

参照先変更が行われた

リリース

説明機能

該当なし10.3(1)Fこのリリースで追加された

新機能はありません。

NA
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C H A P T E R 2
コマンドラインインターフェイスの概要

この章では、コマンドラインインターフェイスについて説明します。

•ライセンス要件（3ページ）
• CLIプロンプトについての情報, on page 4
•コマンドモード, on page 4
•特殊文字, on page 9
•キーストロークショートカット, on page 9
•コマンドの短縮形, on page 11
•部分的なコマンド名の補完, on page 12
•コマンド階層での場所の特定, on page 13
•コマンドの no形式の使用方法 , on page 13
• CLI変数の設定, on page 14
•コマンドエイリアス, on page 16
•コマンドスクリプト, on page 18
•状況依存ヘルプ , on page 20
•正規表現について, on page 22
• showコマンド出力の検索とフィルタリング, on page 23
• --More--プロンプトからの検索およびフィルタリング, on page 28
•コマンド履歴の使用方法（29ページ）
• CLI確認プロンプトのイネーブルまたはディセーブル（32ページ）
• CLI画面の色の設定（32ページ）
•モジュールへのコマンドの送信（33ページ）
• BIOSローダープロンプト, on page 34
• CLIの使用例 , on page 34
• CLIの関連資料（36ページ）

ライセンス要件
Cisco NX-OSライセンス方式の推奨の詳細と、ライセンスの取得および適用の方法について
は、『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参照してください。
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CLIプロンプトについての情報
デバイスに正常にアクセスすると、コンソールポートのターミナルウィンドウまたはリモー

トワークステーションに、次の例のような CLIプロンプトが表示されます。

User Access Verification
login: admin
Password:<password>
Cisco Nexus Operating System (NX-OS) Software
TAC support: http://www.cisco.com/tac
Copyright (c) 2002-2009, Cisco Systems, Inc. All rights reserved.
The copyrights to certain works contained in this software are
owned by other third parties and used and distributed under
license. Certain components of this software are licensed under
the GNU General Public License (GPL) version 2.0 or the GNU
Lesser General Public License (LGPL) Version 2.1. A copy of each
such license is available at
http://www.opensource.org/licenses/gpl-2.0.php and
http://www.opensource.org/licenses/lgpl-2.1.php
switch#

デフォルトのデバイスホスト名を変更できます。

CLIプロンプトから、次の方法を実行できます。

•機能を設定するための CLIコマンドを使用する

•コマンド履歴にアクセスする

•コマンド解析機能を使用する

通常の動作では、ユーザ名の大文字と小文字が区別されます。ただし、コンソールポートを介

してデバイスに接続する場合、ユーザ名がどのように定義されているかに関係なく、すべて大

文字でログインユーザ名を入力できます。正しいパスワードを入力すれば、デバイスにログイ

ンできます。

Note

コマンドモード
ここでは、Cisco NX-OS CLIでのコマンドモードについて説明します。

EXECコマンドモード
初めてログインしたときに、Cisco NX-OSソフトウェアでは EXECモードが開始されます。
EXECモードで使用可能なコマンドには、デバイスの状態および構成情報を表示する showコ
マンド、clearコマンド、ユーザーがデバイスコンフィギュレーションに保存しない処理を実
行するその他のコマンドがあります。
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グローバル構成コマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモードでは、広範なコマンドにアクセスできます。この

用語は、デバイスに全体的な影響を与える特性または特徴を示しています。グローバル構成

モードでコマンドを入力すると、デバイスをグローバルに構成したり、より具体的な構成モー

ドを開始してインターフェイスやプロトコルなどの特定の要素を構成したりできます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

CLIプロンプトが変わり、グローバルコ
ンフィギュレーションモードに入った

ことが示されます。

Note
switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスコンフィギュレーションコマンドモード

インターフェイスコンフィギュレーションモードは、グローバルコンフィギュレーション

モードから開始する、特定のコンフィギュレーションモードの1例です。デバイスのインター
フェイスを設定するには、インターフェイスを指定し、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始する必要があります。

インターフェイスごとに多くの機能をイネーブルにする必要があります。インターフェイスコ

ンフィギュレーションコマンドを使用すると、イーサネットインターフェイスや管理インター

フェイス（mgmt 0）などの、デバイス上のインターフェイスの動作が変更されます。

インターフェイスの構成の詳細については、ご使用のデバイスの『CiscoNexus InterfacesGuide』
を参照してください。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. interface type number

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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PurposeCommand or Action

設定するインターフェイスを指定します。interface type number

Example:

ステップ 2

CLIにより、指定したインターフェイスのインター
フェイスコンフィギュレーションモードになりま

す。

switch(config)# interface ethernet 2/2 switch(config-if)#

CLIプロンプトが変わり、インターフェ
イスコンフィギュレーションモードに

入ったことが示されます。

Note

サブインターフェイスコンフィギュレーションコマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモードから、サブインターフェイスと呼ばれる VLANイ
ンターフェイスを設定するためのコンフィギュレーションサブモードにアクセスできます。サ

ブインターフェイスコンフィギュレーションモードでは、1つの物理インターフェイスに複数
の仮想インターフェイスを設定できます。サブインターフェイスは、別個の物理インターフェ

イスとしてプロトコルに認識されます。

また、サブインターフェイスは、プロトコルによる単一インターフェイスでの複数のカプセル

化を可能にします。たとえば、IEEE 802.1Qカプセル化を設定して、サブインターフェイスを
VLANに関連付けることができます。

サブインターフェイスの構成の詳細については、ご使用のデバイスの『Cisco Nexus Interfaces
Guide』を参照してください。サブインターフェイスコマンドの詳細については、ご使用のデ
バイスの『Command Reference Guide』を参照してください。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. interface type number.subint

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

設定する VLANインターフェイスを指定します。interface type number.subint

Example:

ステップ 2

CLIは、指定したVLANインターフェイスに対する
サブインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

switch(config)# interface ethernet 2/2.1
switch(config-subif)#
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PurposeCommand or Action

CLIプロンプトが変わり、グローバルコ
ンフィギュレーションモードに入った

ことが示されます。

Note

コマンドモードの保存と復元

Cisco NX-OSソフトウェアでは、現在のコマンドモードを保存しておき、機能を設定した後
に、前のコマンドモードを復元することができます。pushコマンドでコマンドモードを保存
し、popコマンドでコマンドモードを復元します。

次の例は、コマンドモードを保存し、復元する方法を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# event manager applet test
switch(config-applet)# push
switch(config-applet)# configure terminal
switch(config)# username testuser password newtest
switch(config)# pop
switch(config-applet)#

コンフィギュレーションコマンドモードの終了

コンフィギュレーションコマンドモードを終了するには、次のいずれかの作業を行います。

手順の概要

1. exit
2. end

3. （任意） Ctrl+Z

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

現在のコンフィギュレーションコマンドモードを

終了して、以前のコンフィギュレーションコマンド

モードに戻ります。

exit

例：

switch(config-if)# exit
switch(config)#

ステップ 1

現在のコンフィギュレーションコマンドモードを

終了して、EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 2

switch(config-if)# end
switch#
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目的コマンドまたはアクション

現在のコンフィギュレーションコマンドモードを

終了して、EXECモードに戻ります。
（任意） Ctrl+Z

例：

ステップ 3

有効なコマンドを入力してから、コマン

ドラインの最後で Ctrl+Zを使用する
と、CLIによってそのコマンドが実行構
成ファイルに追加されます。ほとんどの

場合、exitまたは endコマンドを使用し
てコンフィギュレーションモードを終

了する必要があります。

注意switch(config-if)# ^Z
switch#

コマンドモードの概要

この表は、主なコマンドモードの概要を示しています。

Table 2:コマンドモードの概要

終了方法プロンプトアクセス方法モード

終了してログインプロンプト

に戻るには、exitコマンドを
使用します。

switch#
ログインプロンプトか

ら、ユーザ名とパス

ワードを入力します。

EXEC

終了してEXECモードに戻る
には、endまたは exitコマン
ドを使用するか、Ctrl-Zを押
します。

switch(config)#
EXECモードで、
configure terminalコマ
ンドを使用します。

グローバルコ

ンフィギュレー

ション

終了してグローバル構成モー

ドに戻るには、exitコマンド
を使用します。

終了してEXECモードに戻る
には、exitコマンドを使用す
るか、Ctrl+Zを押します。

switch(config-if)#
グローバル構成モード

で、interfaceコマンド
を使用してインター

フェイスを指定しま

す。

インターフェイ

スコンフィ

ギュレーション

終了してグローバル構成モー

ドに戻るには、exitコマンド
を使用します。

終了してEXECモードに戻る
には、endコマンドを使用す
るか、Ctrl-Zを押します。

switch(config-subif)#
グローバル構成モード

で、interfaceコマンド
を使用してインター

フェイスを指定しま

す。

サブインター

フェイスコン

フィギュレー

ション
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特殊文字
次の表に、CiscoNX-OSのテキストストリングで特別な意味を持つ文字を示します。正規表現
あるいはその他の特有なコンテキストでのみ使用します。

Table 3:特殊文字

説明文

字

パーセント%

ポンド、ハッシュ、または番号#

省略符号...

縦線|

より小さい、またはより大きい< >

角カッコ[ ]

波カッコ{ }

キーストロークショートカット
次の表に、EXECモードおよびコンフィギュレーションモードの両方で使用されるコマンド
キーの組み合わせを示します。

Table 4:キーストロークショートカット

説明キーストロー

ク

カーソルを行の先頭に移動します。Ctrl+A

カーソルを 1文字左に移動します。複数行にわたってコマンドを入力すると
きは、左矢印キーまたは Ctrl+Bキーを繰り返し押してシステムプロンプト
までスクロールバックして、コマンドエントリの先頭まで移動できます。

あるいは Ctrl+Aキーを押してコマンドエントリの先頭に移動します。

Ctrl+B

コマンドを取り消して、コマンドプロンプトに戻ります。Ctrl+C

カーソル位置にある文字を削除します。Ctrl+D

カーソルを行の末尾に移動します。Ctrl+E
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説明キーストロー

ク

カーソルを 1文字右に移動します。Ctrl+F

コマンドストリングを削除せずに、コマンドモードを終了して以前のコマ

ンドモードに戻ります。

Ctrl+G

カーソル位置からコマンドラインの末尾までのすべての文字を削除します。Ctrl+K

現在のコマンドラインを再表示します。Ctrl+L

コマンド履歴の次のコマンドを表示します。Ctrl+N

端末画面をクリアします。Ctrl+O

コマンド履歴の前のコマンドを表示します。Ctrl+P

現在のコマンドラインを再表示します。Ctrl+R

カーソルの下の文字を、カーソルの右にある文字と置き換えます。その後

カーソルは 1文字右に移動します。
Ctrl+T

カーソル位置からコマンドラインの先頭までのすべての文字を削除します。Ctrl+U

次のキーストロークに関する特別な意味を削除します。たとえば、正規表現

で疑問符（?）を入力する前に、Ctrl+Vを押します。
Ctrl+V

カーソルの左にある単語を削除します。Ctrl+W

入力したコマンドの履歴を表示します。

このキーの組み合わせを使用するときは、CtrlキーとXキーを同時に押して
リリースしてから、Hを押します。

Ctrl+X、H

バッファ内の最新のエントリを呼び出します（キーを同時に押します）。Ctrl+Y

コンフィギュレーションセッションを終了して、EXECモードに戻ります。

有効なコマンドを入力してから、コマンドラインの最後でCtrl+Zを使用する
と、コマンドの結果の設定がまず実行コンフィギュレーションファイルに追

加されます。

Ctrl+Z

コマンド履歴の前のコマンドを表示します。上矢印キー

コマンド履歴の次のコマンドを表示します。下矢印キー

コマンドストリング上でカーソルを前後に移動して、現在のコマンドを編集

します。

右矢印キー

左矢印キー

使用可能なコマンドのリストを表示します。?
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説明キーストロー

ク

ワードの最初の数文字を入力して Tabキーを押すと、ワードが補完されま
す。文字に一致するすべてのオプションが表示されます。

タブを使用して、次の項目を入力します。

•コマンド名

•ファイルシステム内のスキーム名

•ファイルシステム内のサーバ名

•ファイルシステム内のファイル名

タブ

例：

switch(config)# c<Tab>
callhome class-map clock cts
cdp cli control-plane
switch(config)# cl<Tab>
class-map cli clock
switch(config)# cla<Tab>
switch(config)# class-map

例：

switch# cd bootflash:<Tab>
bootflash: bootflash://sup-1/
bootflash:/// bootflash://sup-2/
bootflash://module-5/ bootflash://sup-active/
bootflash://module-6/ bootflash://sup-local/

例：

switch# cd bootflash://mo<Tab>
bootflash://module-5/ bootflash://module-6/cv
switch# cd bootflash://module-

コマンドの短縮形
コマンドの最初の数文字を入力することで、コマンドおよびキーワードを省略できます。省略

形には、コマンドまたはキーワードを一意に識別でき得る文字数を含める必要があります。コ

マンドの入力で問題が生じた場合は、システムプロンプトを確認し、疑問符（?）を入力して
使用できるコマンドのリストを表示してください。コマンドモードが間違っているか、間違っ

た構文を使用している可能性があります。
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次の表に、コマンド省略形の例を示します。

Table 5:コマンド省略形の例

省略形コマンド

conf tconfigure terminal

copy run
start

copy running-config startup-config

int e 1/2interface ethernet 1/2

sh runshow running-config

部分的なコマンド名の補完
完全なコマンド名を思い出せない場合や、入力の作業量を減らしたい場合は、コマンドの先頭

の数文字を入力して、Tabキーを押します。コマンドラインパーサーは、入力されたストリン
グがコマンドモードで一意である場合に、コマンドを補完します。キーボードに Tabキーが
ない場合は、代わりに Ctrl-Iキーを押します。

コマンドは、コマンドが一意になるのに十分な文字が入力されていれば、CLIによって認識さ
れます。たとえば、特権 EXECモードで confと入力すると、CLIはエントリを configureコマ
ンドと関連付けることができます。これは、confで始まるコマンドが configureコマンドのみ
であるためです。

次の例では、Tabキーを押したときに、CLIによって EXECモードで confの一意の文字列が
認識されます。

switch# conf<Tab>
switch# configure

コマンド補完機能を使用すると、CLIにより完全なコマンド名が表示されます。コマンドは、
ReturnキーまたはEnterキーを押すまで、CLIによって実行されません。これにより、完全な
コマンドが省略形によって意図したものでない場合に、コマンドを修正できます。入力した一

連の文字に対して、対応するコマンドが複数ある場合は、一致するコマンドのリストが表示さ

れます。

たとえば、co<Tab>と入力すると、EXECモードで利用可能な、coで始まるすべてのコマンド
がリストされます。

switch# co<Tab>
configure copy
switch# co

コマンドエントリを補完できるよう、入力した文字は再びプロンプトに表示されることに注意

してください。
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コマンド階層での場所の特定
一部の機能では、コンフィギュレーションサブモード階層が 1つのレベル以上ネストされま
す。この場合は、Present Working Context（PWC）に関する情報を表示できます。

SUMMARY STEPS

1. where detail

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

PWCを表示します。where detail

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)# interface mgmt0
switch(config-if)# where detail
mode: conf

interface mgmt0
username: admin

コマンドの no形式の使用方法
大部分の構成コマンドには no形式があり、これを使用して、機能を無効化したり、デフォル
ト値に戻したり、設定を削除したりできます。Cisco NX-OSコマンドリファレンスの資料で
は、コマンドの no形式が使用できる場合は、no形式の機能について説明しています。

次に、機能をディセーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# feature tacacs+
switch(config)# no feature tacacs+

次に、機能をデフォルト値に戻す例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# banner motd #Welcome to the switch#
switch(config)# show banner motd
Welcome to the switch

switch(config)# no banner motd
switch(config)# show banner motd
User Access Verification

次に、機能の設定を削除する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# radius-server host 10.10.2.2
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switch(config)# show radius-server
retransmission count:0
timeout value:1
deadtime value:1
total number of servers:1

following RADIUS servers are configured:
10.10.1.1:

available for authentication on port:1812
available for accounting on port:1813

10.10.2.2:
available for authentication on port:1812
available for accounting on port:1813

switch(config)# no radius-server host 10.10.2.2
switch(config)# show radius-server
retransmission count:0
timeout value:1
deadtime value:1
total number of servers:1

following RADIUS servers are configured:
10.10.1.1:

available for authentication on port:1812
available for accounting on port:1813

次に、EXECモードでコマンドの no形式を使用する例を示します。

switch# cli var name testinterface ethernet1/2
switch# show cli variables
SWITCHNAME="switch"
TIMESTAMP="2009-05-12-13.43.13"
testinterface="ethernet1/2"

switch# cli no var name testinterface
switch# show cli variables
SWITCHNAME="switch"
TIMESTAMP="2009-05-12-13.43.13"

CLI変数の設定
ここでは、Cisco NX-OS CLIの CLI変数について説明します。

CLI変数について
Cisco NX-OSソフトウェアは CLIコマンドでの変数の定義および使用をサポートします。

CLI変数は、次の方法で参照できます。

•コマンドラインで直接入力する。
• run-scriptコマンドを使用して開始されたスクリプトに渡す。親シェルで定義した変数は
子 run-scriptコマンドプロセスで使用できます。

CLI変数には、次の特性があります。

•入れ子状態の参照を使用して、別の変数から変数を参照することはできません。
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•スイッチのリロード時に維持することも、現在のセッションのみに使用することもできま
す。

Cisco NX-OSは、事前定義された TIMESTAMP変数をサポートします。この変数は、コマンド
を実行するときの YYYY-MM-DD-HH.MM.SSフォーマットの現在時刻を参照します。

TIIMESTAMP変数名は大文字と小文字を区別します。文字はすべて大文字です。Note

CLIセッション限定の変数の設定
CLIセッションの間だけ有効なCLIセッション変数を定義できます。これらの変数は定期的に
実行するスクリプトに役立ちます。丸括弧で名前を囲み、変数の前にドル記号（$）を付ける
ことによって、変数を参照できます。たとえば、$(variable-name)です。

SUMMARY STEPS

1. cli var name variable-name variable-text

2. (Optional) show cli variables

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

CLIセッション変数を設定します。variable-name引
数は、31文字以内の英数字で指定します。大文字と

cli var name variable-name variable-text

Example:

ステップ 1

小文字が区別されます。variable-text引数は、200文switch# cli var name testinterface ethernet 2/1
字以内の英数字で指定します。大文字と小文字が区

別されます。スペースを含めることができます。

CLI変数の設定を表示します。(Optional) show cli variables

Example:

ステップ 2

switch# show cli variables

固定 CLI変数の設定
CLIセッションの終了後やデバイスのリロード後に保持される CLI変数を設定できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. cli var name variable-name variable-text

3. exit
4. (Optional) show cli variables
5. (Optional) copy running-config startup-config
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DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

CLI固定変数を設定します。変数名は、英数字スト
リングで指定します。大文字と小文字が区別されま

cli var name variable-name variable-text

Example:

ステップ 2

す。変数名の先頭を英字にする必要があります。31
文字以内で指定します。

switch(config)# cli var name testinterface
ethernet 2/1

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

Example:

ステップ 3

switch(config)# exit
switch#

CLI変数の設定を表示します。(Optional) show cli variables

Example:

ステップ 4

switch# show cli variables

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

コマンドエイリアス
ここでは、コマンドエイリアスについて説明します。

コマンドエイリアスについて

コマンドエイリアスを定義して、使用頻度の高いコマンドを置き換えることができます。コマ

ンドエイリアスは、コマンド構文の全体または一部を表すことができます。

コマンドエイリアスには、次の特性があります。

•コマンドエイリアスはすべてのユーザセッションに対してグローバルです。

•コマンドエイリアスは、スタートアップコンフィギュレーションに保存しておけば、再
起動後も維持されます。

•コマンドエイリアス変換は常にすべてのコンフィギュレーションモードまたはサブモー
ドのすべてのキーワードの中で最優先されます。

•コマンドエイリアスの設定は他のユーザセッションに対してただちに有効になります。
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• CiscoNX-OSソフトウェアには、デフォルトのエイリアスaliasが用意されています。この
エイリアスは、show cli aliasコマンドと同等であり、ユーザー定義のエイリアスをすべて
表示します。

•デフォルトのコマンドエイリアス aliasは、削除することも変更することもできません。

•エイリアスは最大深度 1までネストできます。1つのコマンドエイリアスは、有効なコマ
ンドを参照する必要がある別のコマンドエイリアスを参照できますが、その他のコマンド

エイリアスは参照できません。

•コマンドエイリアスは必ず、コマンドラインの最初のコマンドキーワードを置き換えま
す。

•任意のコマンドモードでコマンドのコマンドエイリアスを定義できます。

•コマンドエイリアス内で CLI変数を参照すると、変数参照ではなくその変数の現在の値
がエイリアス内で使用されます。

•コマンドエイリアスは showコマンドの検索およびフィルタリングに使用できます。

コマンドエイリアスの定義

よく使用するコマンドにはコマンドエイリアスを定義できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. cli alias name alias-name alias-text

3. exit
4. (Optional) alias
5. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

コマンドエイリアスを設定します。エイリアス名は

英数字で表します。大文字と小文字は区別されませ

cli alias name alias-name alias-text

Example:

ステップ 2

ん。先頭は英字にする必要があります。30文字以内
で指定します。

switch(config)# cli alias name ethint interface
ethernet

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

Example:

ステップ 3
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PurposeCommand or Action
switch(config)# exit
switch#

コマンドエイリアス設定を表示します。(Optional) alias

Example:

ステップ 4

switch# alias

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 5

switch# copy running-config startup-config

ユーザセッション用のコマンドエイリアスの設定

現在のユーザーセッション用のコマンドエイリアスを作成できます。これは Cisco NX-OSデ
バイス上の他のすべてのユーザーが使用できません。また、コマンドエイリアスを保存し、現

在のユーザアカウントであとで使用することもできます。

手順の概要

1. terminal alias [persist] alias-name command -string

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

現在のユーザセッション用のコマンドエイリアス

を設定します。ユーザーアカウントであとで使用す

terminal alias [persist] alias-name command -string

例：

ステップ 1

るようにエイリアスを保存するには、persistキー
ワードを使用します。

switch# terminal alias shintbr show interface
brief

persistキーワードは短縮しないでくださ
い。

（注）

コマンドスクリプト
ここでは、複数のタスクを実行するためにコマンドのスクリプトを作成する方法について説明

します。

コマンドスクリプトの実行

ファイルでコマンドのリストを作成し、CLIからこれらのコマンドを実行できます。コマンド
スクリプトでは CLI変数を使用できます。
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CLIプロンプトではスクリプトファイルを作成できません。スクリプトファイルは、リモー
トデバイスで作成し、Cisco NX-OSデバイス上の bootflash:、slot0:、または volatile:ディレク
トリにコピーします。

Note

SUMMARY STEPS

1. run-script [bootflash: | slot0: | volatile:]filename

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

デフォルトディレクトリのファイル内のコマンドを

実行します。

run-script [bootflash: | slot0: | volatile:]filename

Example:

ステップ 1

switch# run-script testfile

端末への情報のエコー

端末に情報をエコーできます。これは、コマンドスクリプトで特に役立ちます。CLI変数を参
照し、エコーされるテキストでフォーマットオプションを使用できます。

次の表に、テキストに挿入できるフォーマットオプションを示します。

Table 6: echoコマンドのフォーマットオプション

説明フォーマットオプショ

ン

バックスペースを挿入します。\b

テキストストリングの最後にある改行文字が削除されます。\c

フォームフィード文字が挿入されます。\f

改行文字が挿入されます。\n

テキスト行の最初に戻ります。\r

水平タブ文字が挿入されます。\t

垂直タブ文字が挿入されます。\v

バックスラッシュ文字が表示されます。\\

対応する ASCII 8進文字が表示されます。\nnn
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SUMMARY STEPS

1. echo [backslash-interpret] [text]

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

backslash-interpretキーワードは、テキスト文字列
にフォーマットオプションが含まれることを示しま

echo [backslash-interpret] [text]

Example:

ステップ 1

す。text引数は、英数字で指定します。大文字と小switch# echo This is a test.
This is a test. 文字が区別されます。空白を含めることができま

す。200文字以内で指定します。デフォルトは空白
行です。

コマンド処理の遅延

コマンドアクションを一定の時間、遅延できます。これは、コマンドスクリプト内で特に役

に立ちます。

SUMMARY STEPS

1. sleep seconds

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

遅延をある秒数発生させます。値の範囲は 0～
2147483647です。

sleep seconds

Example:

ステップ 1

switch# sleep 30

状況依存ヘルプ
Cisco NX-OSソフトウェアの CLIには、状況依存ヘルプが用意されています。コマンド内の任
意の位置に疑問符（?）を使用することで、有効な入力オプションを表示できます。

CLIでは、入力エラーを特定するためにキャレット（^）記号が使用されます。^記号は、コマ
ンドストリング内の誤ったコマンド、キーワード、または引数が入力された位置に表示されま

す。
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次の表に、状況依存ヘルプの出力例を示します。

Table 7:状況依存ヘルプの例

説明出力例

EXECモードでの clockコマンドのコマンド構
文を表示します。

switchの出力は、clockコマンドを使用するに
は setキーワードが必要であることを示してい
ます。

switch# clock ?
set HH:MM:SS Current Time

switch# clock

時刻を設定するためのコマンド構文を表示しま

す。

ヘルプ出力は、クロックの設定に現在時刻が必

要であること、および時刻のフォーマット方法

を示しています。

switch# clock set ?
WORD HH:MM:SS Current Time

switch# clock set

現在時刻を追加します。

CLIは、コマンドが不完全であることを示して
います。

switch# clock set 13:32:00<CR>
% Incomplete command
switch#

入力した直前のコマンドを表示します。switch# <Ctrl-P>
switch# clock set 13:32:00

clock setコマンドに対する追加の引数を表示し
ます。

switch# clock set 13:32:00 ?
<1-31> Day of the month

switch# clock set 13:32:00

clock setコマンドに対する追加の引数を表示し
ます。

switch# clock set 13:32:00 18 ?
April Month of the year
August Month of the year
December Month of the year
February Month of the year
January Month of the year
July Month of the year
June Month of the year
March Month of the year
May Month of the year
November Month of the year
October Month of the year
September Month of the year

switch# clock set 13:32:00 18

クロック設定に日付を追加します。

CLIは、08の位置にキャレット記号（^）を使
用してエラーを示しています。

switch# clock set 13:32:00 18 April 08<CR>
% Invalid input detected at '^' marker.

この年に対応する適切な引数を表示します。
switch# clock set 13:32:00 18 April ?
<2000-2030> Enter the year (no

abbreviation)
switch# clock set 13:32:00 18 April
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説明出力例

clock setコマンドの正しい構文を入力します。
switch# clock set 13:32:00 18 April
2008<CR>
switch#

正規表現について
CiscoNX-OSソフトウェアは、CLI出力（showコマンドなど）の検索またはフィルタリングで
正規表現をサポートしています。正規表現では大文字と小文字が区別され、また複雑な一致要

件を設定することができます。

特殊文字

他のキーボード文字（!や ~など）を、単一文字パターンとして使用することもできますが、
特定のキーボード文字は、正規表現内で使用した場合特別な意味を持ちます。

次の表に、特別な意味を持つキーボード文字を示します。

Table 8:特別な意味を持つ特殊文字

特別な意味文字

スペースを含む任意の単一文字と一致します。.

0個以上のパターンのシーケンスと一致します。*

1個以上のパターンのシーケンスと一致します。+

0または 1回のパターンと一致します。?

ストリングの先頭と一致します。^

ストリングの末尾と一致します。$

カンマ（,）、左波カッコ（{）、右波カッコ（}）、左カッコ（(）、右カッ
コ（)）、ストリングの先頭、ストリングの末尾、またはスペースと一致
します。

アンダースコアは、BGP関連のコマンドの場合にのみ正規表
現として扱われます。

Note

_（アンダースコ
ア）

これらの特殊文字を単一文字パターンとして使用するときは、各文字の前にバックスラッシュ

（\）を置いて特別な意味を除外してください。次の例には、ドル記号（$）、アンダースコア
（_）、およびプラス記号（+）にそれぞれ一致する単一文字パターンが含まれています。

\$ \_ \+
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複数文字のパターン

文字、数字、または特別な意味を持たないキーボード文字を連結して、複数文字のパターンを

指定することもできます。たとえば、a4%は複数文字の正規表現です。

複数文字パターンでは、順序が大切です。a4%という正規表現は、aという文字のあとに 4が
続き、そのあとにパーセント記号（%）が続く文字と一致します。ストリングの中にa4%とい
う文字がその順序で含まれていないと、パターンマッチングは失敗します。複数文字正規表現

a.（文字 aの後にピリオド）は、ピリオド文字の特別な意味を使用して、文字 aの後に任意
の単一文字が続くストリングと一致します。この例では、ab、a!、またはa2というストリング
はすべてこの正規表現と一致します。

特殊文字の特別な意味は、特殊文字の前にバックスラッシュを挿入することで無効にできま

す。たとえば、表現a\.がコマンド構文で使用されている場合、文字列a.だけが一致します。

位置指定

特殊文字を使用してストリング内での正規表現の位置を指定することで、正規表現パターンを

ストリングの先頭または末尾と一致させることができます。

次の表に、位置指定に使用可能な特殊文字を示します。

Table 9:位置指定に用いられる特殊文字

説明文

字

ストリングの先頭と一致します。^

ストリングの末尾と一致します。$

たとえば、正規表現 ^conは conで始まる任意のストリングと一致し、sole$は soleで終わる任
意のストリングと一致します。

^記号は、角カッコで囲まれた範囲に論理関数「not」を指定する場合にも使用されます。たと
えば、正規表現[^abcd]は、a、b、c、または d以外の任意の単一文字に一致する範囲を示し
ます。

Note

showコマンド出力の検索とフィルタリング
多くの場合、showコマンドの出力は、長くて煩雑になります。Cisco NX-OSソフトウェアで
は、情報を簡単に見つけ出すために、出力の検索およびフィルタリングを行うことができま

す。検索およびフィルタリングのオプションは、 showコマンドの末尾にパイプ記号（|）を
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付け、その後に指定します。これらのオプションは、CLI状況依存ヘルプ機能を使用して表示
できます。

switch# show running-config | ?
cut Print selected parts of lines.
diff Show difference between current and previous invocation (creates temp files:

remove them with 'diff-clean' command and don't use it on commands with big
outputs, like 'show tech'!)

egrep Egrep - print lines matching a pattern
grep Grep - print lines matching a pattern
head Display first lines
human Output in human format
last Display last lines
less Filter for paging
no-more Turn-off pagination for command output
perl Use perl script to filter output
section Show lines that include the pattern as well as the subsequent lines that are

more indented than matching line
sed Stream Editor
sort Stream Sorter
sscp Stream SCP (secure copy)
tr Translate, squeeze, and/or delete characters
uniq Discard all but one of successive identical lines
vsh The shell that understands cli command
wc Count words, lines, characters
begin Begin with the line that matches
count Count number of lines
end End with the line that matches
exclude Exclude lines that match
include Include lines that match

フィルタリングおよび検索のキーワード

CiscoNX-OSCLIには、showコマンドと併用してコマンド出力の検索やフィルタリングを実行
できる、一連のキーワードが用意されています。

次の表に、CLI出力のフィルタリングや検索を行うためのキーワードを示します。

Table 10:フィルタリングおよび検索のキーワード

説明キーワードの構文

検索ストリングと一致するテキストが含まれ

ている行から表示を開始します。検索ストリ

ングは大文字と小文字が区別されます。

begin string

例：

show version | begin Hardware

コマンド出力の行数を表示します。count

例：

show running-config | count
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説明キーワードの構文

一部の出力行のみを表示します。一定のバイ

ト数（-b）、文字数（-vcut [-d character] {-b |
-c | -f | -s}）、またはフィールド数（-f）を表示
できます。また、-dキーワードを使用して、
デフォルトのタグ文字以外のフィールドデリ

ミタを定義することもできます。-sキーワー
ドは、デリミタが含まれない行の表示を抑制

します。

cut [-d character] {-b | -c | -f | -s}

例：

show file testoutput | cut -b 1-10

検索ストリングの最後の一致になるまですべ

ての行を表示します。

end string

例：

show running-config | end interface

検索ストリングが含まれていない行をすべて

表示します。検索ストリングは大文字と小文

字が区別されます。

exclude string

例：

show interface brief | exclude down

出力の先頭を指定の行数だけ表示します。デ

フォルトの行数は 10です。
head [lines lines]

例：

show logging logfile | head lines 50

検索ストリングが含まれている行をすべて表

示します。検索ストリングは大文字と小文字

が区別されます。

include string

例：

show interface brief | include up

出力の末尾を指定の行数だけ表示します。デ

フォルトの行数は 10です。
last [lines]

例：

show logging logfile | last 50

途中で停止せずにすべての出力を表示します。

画面の一番下に「––More––」プロンプトは
表示されなくなります。

no-more

例：

show interface brief | no-more

Streaming Secure Copy（sscp）を使用して出力
を名前付き SSH接続にリダイレクトします。
名前付きの SSH接続は、ssh nameコマンドを
使用して作成できます。

sscp SSH-connection-name filename

例：

show version | sscp MyConnection
show_version_output

文字数、行数、または単語数を表示します。

デフォルトでは、行数、単語数、および文字

数を表示します。

wc[bytes |lines |words]

例：

show file testoutput | wc bytes
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diffユーティリティ
showコマンドからの出力と、そのコマンドを以前に実行したときの出力を比較できます。

diff-clean [all-session] [all-users]

次の表で、diffユーティリティのキーワードについて説明します。

説明キーワード

現在のユーザーのすべてのセッション（過去

および現在のセッション）から比較の一時ファ

イルが削除されます。

all-sessions

すべてのユーザーのすべてのセッション（過

去および現在のセッション）から比較の一時

ファイルが削除されます。

all-users

Cisco NX-OSソフトウェアは、現在および以前のすべてのユーザーセッションに対する show
コマンドの最新の出力について、一時ファイルを作成します。これらの一時ファイルを削除す

るには、diff-cleanコマンドを使用します。

diff-clean [all-sessions | all-users]

デフォルトでは、diff-cleanコマンドによって現在のユーザーのアクティブセッションに対す
る一時ファイルが削除されます。all-sessionsキーワードを指定すると、現在のユーザーの過去
および現在の全セッションに対する一時ファイルが削除されます。all-usersキーワードを指定
すると、すべてのユーザーの過去および現在の全セッションに対する一時ファイルが削除され

ます。

grepおよび egrepユーティリティ
Global Regular Expression Print（grep）および Extended grep（egrep）コマンドラインユーティ
リティを使用して、showコマンド出力をフィルタリングすることができます。

grepと egrepの構文は次のとおりです。

{grep | egrep} [count] [ignore-case] [invert-match] [line-exp] [line-number] [next lines] [prev lines]
[word-exp] expression}]

次の表に、grepと egrepのパラメータを示します。

Table 11: grepおよび egrepのパラメータ

説明パラメータ

一致した行の合計数のみを表示します。count

一致した行の大文字と小文字の相違を無視するように指定します。ignore-case

表現が一致しない行を表示します。invert-match
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説明パラメータ

行に完全に一致する行だけを表示します。line-exp

一致した各行の前の行番号を表示するように指定します。line-number

一致した行の後に表示する行数を指定します。デフォルトは0です。有効な範囲
は 1～ 999です。

next lines

一致した行の前に表示する行数を指定します。デフォルトは0です。有効な範囲
は 1～ 999です。

prev lines

単語が完全に一致する行だけを表示します。word-exp

出力を検索するための正規表現を指定します。式

lessユーティリティ
lessユーティリティを使用して、showコマンド出力の内容を 1画面ずつ表示できます。「:」
プロンプトにおいて lessコマンドを入力できます。使用可能な lessコマンドをすべて表示する
には、「:」プロンプトで hを入力します。

sedユーティリティ
ストリームエディタ（sed）ユーティリティを次のように使用して、showコマンド出力のフィ
ルタリングや操作を実行できます。

sed command

command引数には、sedユーティリティのコマンドを含みます。

sortユーティリティ
sortユーティリティを使用して、showコマンドの出力のフィルタ処理を行えます。

sortユーティリティの構文は次のとおりです。

sort [-M] [-b] [-d] [-f] [-g] [-i] [-k field-number[.char-position][ordering]] [-n] [-r] [-t delimiter] [-u]

次の表に、sortユーティリティのパラメータの説明を示します。

表 12 : sortユーティリティのパラメータ

説明パラメータ

月でソートします。-M
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説明パラメータ

先頭のブランク（空白文字）を無視します。

デフォルトのソートでは、先頭のブランクが

考慮されます。

-b

ブランクと英数字のみを比較してソートしま

す。デフォルトのソートでは、すべての文字

が考慮されます。

-d

小文字を大文字として処理します。-f

一般的な数値を比較してソートします。-g

印刷可能な文字だけを使用してソートします。

デフォルトのソートでは、印刷不可能な文字

も考慮されます。

-i

キー値に従ってソートします。デフォルトの

キー値はありません。

-k field-number[.char-position][ordering]

数値ストリングの値に従ってソートします。-n

ソート結果の順序を逆にします。デフォルト

のソート出力は昇順です。

-r

指定のデリミタを使用してソートします。デ

フォルトのデリミタは空白文字です。

-t delimiter

ソート結果から重複行を取り除きます。ソー

ト出力では重複行が表示されます。

-u

--More--プロンプトからの検索およびフィルタリング
showコマンド出力の --More–プロンプトで出力の検索やフィルタリングを実行できます。

次の表に、--More–プロンプトコマンドの説明を示します。

Table 13: --More--プロンプトコマンド

説明コマンド

指定した行数か現在の画面サイズ分の出力行を表示します。[lines]<space>

指定した行数か現在の画面サイズ分の出力行を表示します。lines引数
を使用すると、その値が新しいデフォルト画面サイズになります。

[lines]z
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説明コマンド

指定した行数か現在のデフォルトの行数で出力行を表示します。初期

のデフォルトは 1行です。オプションの lines引数を使用すると、そ
の値がこのコマンドで表示する新しいデフォルトの行数になります。

[lines]<return>

指定した行数か現在のデフォルトの行数で出力行をスクロールしま

す。初期のデフォルトは 11行です。オプションの lines引数を使用す
ると、その値がこのコマンドで表示する新しいデフォルトの行数にな

ります。

[lines]dまたは
[lines]Ctrl+shift+D

--More--プロンプトを終了します。qまたは Qまたは
Ctrl-C

指定した行数か現在のデフォルトの行数だけ出力をスキップし、1画
面分の出力行を表示します。デフォルトは 1行です。

[lines]s

指定した画面数か現在のデフォルトの画面数だけ出力をスキップし、

1画面分の出力行を表示します。デフォルトは 1画面です。
[lines]f

現在の行番号を表示します。=

正規表現に一致する行までスキップし、1画面分の出力行を表示しま
す。正規表現の複数回の繰り返しで行を検索する場合は、オプション

の count引数を使用します。このコマンドにより、他のコマンドで使
用可能な現在の正規表現が設定されます。

[count]/expression

現在の正規表現に次に一致する行までスキップし、1画面分の出力行
を表示します。複数の一致をスキップする場合は、オプションのcount
引数を使用します。

[count]n

shell-cmd引数に指定したコマンドをサブシェルで実行します。{! | :![shell-cmd]}

前のコマンドを繰り返します。.

コマンド履歴の使用方法
CiscoNX-OSソフトウェアのCLIでは、現在のユーザセッションのコマンド履歴にアクセスで
きます。コマンドを呼び出し、そのまま再実行できます。また、実行前に修正することも可能

です。コマンド履歴はクリアすることもできます。

コマンドの呼び出し

コマンド履歴内のコマンドを呼び出して、必要に応じて修正し、再入力できます。

次に、コマンドを呼び出して再入力する例を示します。
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switch(config)# show cli history
0 11:04:07 configure terminal
1 11:04:28 show interface ethernet 2/24
2 11:04:39 interface ethernet 2/24
3 11:05:13 no shutdown
4 11:05:19 exit
5 11:05:25 show cli history
switch(config)# !1
switch(config)# show interface ethernet 2/24

Ctrl+PとCtrl+Nのキーストロークショートカットを使用してコマンドを呼び出すこともでき
ます。

CLI履歴の再呼び出しの制御
CLI履歴から再呼び出しするコマンドを制御するには、 Ctrl-Pおよび Ctrl-Nキーストローク
ショートカットキーストロークショートカットを使用します。CiscoNX-OSソフトウェアは、
現在のコマンドモード以上のコマンドモードのすべてのコマンドを再呼び出しします。たと

えば、グローバルコンフィギュレーションモードで作業をしている場合は、コマンド呼び出

しキーストロークショートカットを使用すると、EXECモードコマンドとグローバルコンフィ
ギュレーションモードコマンドの両方が呼び出されます。terminal history no-exec-in-configコ
マンドを使用すると、構成モードのときに、EXECモードコマンドの再呼び出しを回避できま
す。

手順の概要

1. [no] terminal history no-exec-in-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードで呼び出しキースト

ロークショートカットを使用するときにEXECコマ
[no] terminal history no-exec-in-config

例：

ステップ 1

ンドを除外するようCLI履歴を設定します。デフォswitch# terminal history no-exec-in-config
ルトでは、EXECコマンドが呼び出されます。コマ
ンドの no形式を使用して、デフォルトに戻すこと
ができます。

CLI編集モードの設定
Ctrl-Pおよび Ctrl-Nキーストロークショートカットを使用して CLI履歴からコマンドを呼び
出し、コマンドを再発行する前に編集することができます。デフォルトの編集モードは、emacs
です。編集モードを viに変更できます。

手順の概要

1. [no] terminal edit-mode vi [persist]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ユーザセッションの CLI編集モードを viに変更し
ます。persistキーワードを使用すると、現在のユー
ザー名の設定がセッション間で保持されます。

[no] terminal edit-mode vi [persist]

例：

switch# terminal edit-mode vi

ステップ 1

emacsの使用に戻すには、noを使用します。

コマンド履歴の表示

show cli historyコマンドを使用して、コマンド履歴を表示できます。.

show cli historyコマンドの構文は次のとおりです。

show cli history [lines] [unformatted]

show cli history [lines] [config-only | exec-only | this-mode-only] [unformatted]

デフォルトで表示される行数は 12であり、出力にはコマンド番号とタイムスタンプが含まれ
ます。

次に、コマンド履歴のデフォルトの行数を表示する例を示します。

switch# show cli history

次に、コマンド履歴の 20行を表示する例を示します。

switch# show cli history 20

次に、コマンド履歴内のコンフィギュレーションコマンドだけを表示する例を示します。

switch(config)# show cli history config-only

次に、コマンド履歴内の EXECコマンドだけを表示する例を示します。

switch(config)# show cli history exec-only

次に、現在のコマンドモードに関するコマンド履歴内のコマンドだけを表示する例を示しま

す。

switch(config-if)# show cli history this-mode-only

次に、コマンド番号とタイムスタンプなしでコマンド履歴内のコマンドだけを表示する例を示

します。

switch(config)# show cli history unformatted

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OS基礎構成ガイド、リリース 10.3(x)
31

コマンドラインインターフェイスの概要

コマンド履歴の表示



CLI確認プロンプトのイネーブルまたはディセーブル
多くの機能について、作業を続行する前に確認を求めるプロンプトが、Cisco NX-OSソフト
ウェアによってCLIに表示されます。これらのプロンプトをイネーブルにしたり、ディセーブ
ルにしたりできます。デフォルトではイネーブルになっています。

手順の概要

1. [no] terminal dont-ask [persist]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

CLI確認プロンプトをディセーブルにします。persist
キーワードを使用すると、現在のユーザー名の設定

[no] terminal dont-ask [persist]

例：

ステップ 1

がセッション間で保持されます。デフォルトではイ

ネーブルになっています。
switch# terminal dont-ask

CLI確認プロンプトをイネーブルにするには、コマ
ンドの no形式を使用します。

CLI画面の色の設定
表示する CLIの色は次のように変更できます。

•直前のコマンドが成功した場合は、プロンプトが緑色で表示されます。
•直前のコマンドが失敗した場合は、プロンプトが赤色で表示されます。
•ユーザ入力は青色で表示されます。
•コマンド出力はデフォルトの色で表示されます。

デフォルトの色は、ターミナルエミュレータソフトウェアにより設定された色です。

手順の概要

1. terminal color [evening] [persist]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ターミナルセッションに対してCLI画面の色を設定
します。eveningキーワードはサポートされていま

terminal color [evening] [persist]

例：

ステップ 1

せん。persistキーワードを使用すると、現在のユーswitch# terminal color
ザー名の設定がセッション間で保持されます。デ

フォルト設定は保持されません。
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モジュールへのコマンドの送信
slotコマンドを使用して、スーパーバイザモジュールセッションからモジュールにコマンドを
直接送信できます。

slotの構文は次のとおりです。

slot slot-number [quoted] command-string

デフォルトでは、command-string引数内のキーワードと引数はスペースで区切られます。モ
ジュールに複数のコマンドを送信するには、スペース文字、セミコロン（;）、スペース文字
でコマンドを区切ります。

quotedキーワードは、コマンドストリングの先頭と末尾に二重引用符（"）が使用されること
を示します。スーパーバイザモジュールセッションでだけサポートされているdiffなどのフィ
ルタリングユーティリティにモジュールコマンド出力をリダイレクトする場合は、このキー

ワードを使用します。

次に、モジュール情報を表示したり、フィルタリングしたりする例を示します。

switch# slot 2 show version | grep lc

次に、スーパーバイザモジュールセッションに関するモジュール情報をフィルタリングする

例を示します。

switch# slot 2 quoted "show version" | diff
switch# slot 4 quoted "show version" | diff -c
*** /volatile/vsh_diff_1_root_8430_slot__quoted_show_version.old Wed Apr 29
20:10:41 2009
--- - Wed Apr 29 20:10:41 2009
***************
*** 1,5 ****
! RAM 1036860 kB
! lc2
Software
BIOS: version 1.10.6
system: version 4.2(1) [build 4.2(0.202)]

--- 1,5 ----
! RAM 516692 kB
! lc4
Software
BIOS: version 1.10.6
system: version 4.2(1) [build 4.2(0.202)]

***************
*** 12,16 ****
Hardware

bootflash: 0 blocks (block size 512b)

! uptime is 0 days 1 hours 45 minute(s) 34 second(s)

--- 12,16 ----
Hardware

bootflash: 0 blocks (block size 512b)

! uptime is 0 days 1 hours 45 minute(s) 42 second(s)
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BIOSローダープロンプト
スーパーバイザモジュールの起動時に、特殊な BIOSイメージが、システム起動用の有効な
キックスタートイメージを自動的にロードしたり、検索しようとしたりします。有効なキック

スタートイメージが見つからない場合は、次の BIOSローダープロンプトが表示されます。

loader>

<loader>プロンプトからCiscoNX-OSソフトウェアをロードする方法については、ご使用のデ
バイスの『Cisco Nexus troubleshooting guide（Cisco Nexusトラブルシューティングガイド）』
を参照してください。

CLIの使用例
ここでは、CLIの使用例を示します。

コマンドエイリアスの定義

次に、コマンドエイリアスを定義する例を示します。

cli alias name ethint interface ethernet
cli alias name shintbr show interface brief
cli alias name shintupbr shintbr | include up | include ethernet

次に、コマンドエイリアスを使用する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# ethint 2/3
switch(config-if)#

CLIセッション変数の使用方法
$(variable-name)構文を使用して変数を参照できます。

次に、ユーザ定義の CLIセッション変数を参照する例を示します。

switch# show interface $(testinterface)
Ethernet2/1 is down (Administratively down)
Hardware is 10/100/1000 Ethernet, address is 0000.0000.0000 (bia 0019.076c.4dac)
MTU 1500 bytes, BW 1000000 Kbit, DLY 10 usec,

reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation ARPA
auto-duplex, auto-speed
Beacon is turned off
Auto-Negotiation is turned on
Input flow-control is off, output flow-control is off
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Auto-mdix is turned on
Switchport monitor is off
Last clearing of "show interface" counters never
5 minute input rate 0 bytes/sec, 0 packets/sec
5 minute output rate 0 bytes/sec, 0 packets/sec
L3 in Switched:
ucast: 0 pkts, 0 bytes - mcast: 0 pkts, 0 bytes

L3 out Switched:
ucast: 0 pkts, 0 bytes - mcast: 0 pkts, 0 bytes

Rx
0 input packets 0 unicast packets 0 multicast packets
0 broadcast packets 0 jumbo packets 0 storm suppression packets
0 bytes

Tx
0 output packets 0 multicast packets
0 broadcast packets 0 jumbo packets
0 bytes
0 input error 0 short frame 0 watchdog
0 no buffer 0 runt 0 CRC 0 ecc
0 overrun 0 underrun 0 ignored 0 bad etype drop
0 bad proto drop 0 if down drop 0 input with dribble
0 input discard
0 output error 0 collision 0 deferred
0 late collision 0 lost carrier 0 no carrier
0 babble
0 Rx pause 0 Tx pause 0 reset

システム定義のタイムスタンプ変数の使用方法

次の例では、showコマンド出力をファイルにリダイレクトするときに $(TIMESTAMP)を使用
します。

switch# show running-config > rcfg.$(TIMESTAMP)
Preparing to copy....done
switch# dir

12667 May 01 12:27:59 2008 rcfg.2008-05-01-12.27.59

Usage for bootflash://sup-local
8192 bytes used
20963328 bytes free
20971520 bytes total

コマンドスクリプトの実行

次の例では、スクリプトファイル内で指定されている CLIコマンドを表示します。
switch# show file testfile
configure terminal
interface ethernet 2/1
no shutdown
end
show interface ethernet 2/1

次の例では、run-scriptコマンドの実行時の出力を表示します。
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switch# run-script testfile
`configure terminal`
`interface ethernet 2/1`
`no shutdown`
`end`
`show interface ethernet 2/1 `
Ethernet2/1 is down (Link not connected)
Hardware is 10/100/1000 Ethernet, address is 0019.076c.4dac (bia 0019.076c.4dac)
MTU 1500 bytes, BW 1000000 Kbit, DLY 10 usec,

reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation ARPA
Port mode is trunk
auto-duplex, auto-speed
Beacon is turned off
Auto-Negotiation is turned on
Input flow-control is off, output flow-control is off
Auto-mdix is turned on
Switchport monitor is off
Last clearing of "show interface" counters 1d26.2uh
5 minute input rate 0 bytes/sec, 0 packets/sec
5 minute output rate 0 bytes/sec, 0 packets/sec
Rx
0 input packets 0 unicast packets 0 multicast packets
0 broadcast packets 0 jumbo packets 0 storm suppression packets
0 bytes

Tx
0 output packets 0 multicast packets
0 broadcast packets 0 jumbo packets
0 bytes
0 input error 0 short frame 0 watchdog
0 no buffer 0 runt 0 CRC 0 ecc
0 overrun 0 underrun 0 ignored 0 bad etype drop
0 bad proto drop 0 if down drop 0 input with dribble
0 input discard
0 output error 0 collision 0 deferred
0 late collision 0 lost carrier 0 no carrier
0 babble
0 Rx pause 0 Tx pause 0 reset

CLIの関連資料
マニュアルタイトル関連項目

『Cisco NX-OS Licensing Guide』Cisco NX-OSライセンス設定

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OS基本コマン

ドリファレンス

コマンドリファレンス
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第 3 章

端末設定とセッションの設定

この章では、端末設定とセッションを構成する方法について説明します。

•端末設定とセッションの概要, on page 37
•コンソールポートの設定, on page 39
•仮想端末の設定 , on page 40
•モデム接続の設定（43ページ）
•ターミナルセッションのクリア, on page 46
•端末およびセッション情報の表示（47ページ）
•ファイルシステムパラメータのデフォルト設定, on page 47
•端末設定とセッションの関連資料（47ページ）

端末設定とセッションの概要
ここでは、端末設定とセッションの概要について説明します。

ターミナルセッションの設定

Cisco NX-OSソフトウェア機能では、端末の次の特性を管理できます。

端末タイプ

リモートホストと通信する際に Telnetで使用される名前
Length
一時停止する前に表示されるコマンド出力の行数

幅

行を折り返す前に表示される文字数

非アクティブセッションのタイムアウト

デバイスによって停止される前にセッションが非アクティブの状態でいられる分数
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コンソールポート

コンソールポートは非同期のシリアルポートで、初期設定用に、RJ-45コネクタを使用して標
準 RS-232ポート経由でデバイスに接続できます。このポートに接続されるデバイスには、非
同期伝送の機能が必要です。コンソールポートには、次のパラメータを設定できます。

データビット

データに使用するビット数を 8ビットのバイト単位で指定します。
非アクティブセッションのタイムアウト

セッションが終了になるまでの非アクティブ時間を分単位で指定します。

パリティ

エラー検出用の奇数パリティまたは偶数パリティを指定します。

スピード

接続の送信速度を指定します。

ストップビット

非同期回線に対するストップビットを指定します。

ターミナルエミュレータは、9600ボー、8データビット、1ストップビット、パリティなし
に設定してください。

仮想端末

仮想端末回線を使用して、Cisco NX-OSデバイスを接続できます。セキュアシェル（SSH）お
よび Telnetは、仮想ターミナルセッションを作成します。仮想端末の非アクティブセッショ
ンタイムアウトおよびセッション数の上限を設定できます。

Modem Support
You can connect a modem to the console ports only on the supervisor 1 module. The following modems
were tested on devices running the Cisco NX-OS software:

• MultiTech MT2834BA (http://www.multitech.com/en_us/support/families/multimodemii/)

• Hayes Accura V.92 (http://www.zoom.com/products/dial_up_external_serial.html#hayes)

Do not connect a modemwhen the device is booting. Only connect the modemwhen the device is powered
up.

Note

The Cisco NX-OS software has the default initialization string (ATE0Q1&D2&C1S0=1\015) to detect
connected modems. The default string is defined as follows:

AT
Attention

E0 (required)
No echo

Q1
Result code on
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&D2
Normal data terminal ready (DTR) option

&C1
Enable tracking the state of the data carrier

S0=1
Pick up after one ring

\015 (required)
Carriage return in octal

コンソールポートの設定
コンソールポートに対して次の特性を設定できます。

•データビット

•非アクティブセッションのタイムアウト

•パリティ

•スピード

•ストップビット

Before you begin

コンソールポートにログインします。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. line console
3. databits bits

4. exec-timeout minutes

5. parity {even | none | odd}
6. speed {300 | 1200 | 2400 | 4800 | 9600 | 38400 | 57600 | 115200}
7. stopbits {1 | 2}
8. exit
9. (Optional) show line console
10. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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PurposeCommand or Action

コンソールコンフィギュレーションモードを開始

します。

line console

Example:

ステップ 2

switch# line console
switch(config-console)#

1バイトあたりのデータビット数を設定します。指
定できる範囲は 5～ 8です。デフォルトは 8です。

databits bits

Example:

ステップ 3

switch(config-console)# databits 7

非アクティブセッションのタイムアウトを設定し

ます。有効値は 0～ 525600分（8760時間）です。
exec-timeout minutes

Example:

ステップ 4

0分の値を設定すると、セッションタイムアウトは
ディセーブルになります。デフォルトは30分です。

switch(config-console)# exec-timeout 30

パリティを設定します。デフォルトは noneです。parity {even | none | odd}

Example:

ステップ 5

switch(config-console)# parity even

送信および受信速度を設定します。デフォルトは

9600です。

speed {300 | 1200 | 2400 | 4800 | 9600 | 38400 | 57600 |
115200}

Example:

ステップ 6

switch(config-console)# speed 115200

ストップビットを設定します。デフォルトは 1で
す。

stopbits {1 | 2}

Example:

ステップ 7

switch(config-console)# stopbits 2

コンソールコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

Example:

ステップ 8

switch(config-console)# exit
switch(config)#

コンソールの設定値を表示します。(Optional) show line console

Example:

ステップ 9

switch(config)# show line console

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 10

switch(config)# copy running-config
startup-config

仮想端末の設定
ここでは、Cisco NX-OSデバイスで仮想端末を設定する方法について説明します。
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非アクティブセッションタイムアウトの設定

CiscoNX-OSデバイスでは、仮想ターミナルの非アクティブセッションのタイムアウトを設定
できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. line vty
3. exec-timeout minutes

4. exit
5. (Optional) show running-config all | begin vty
6. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ラインコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

line vty

Example:

ステップ 2

switch# line vty
switch(config-line)#

非アクティブセッションタイムアウトを構成しま

す。有効値は 0～ 525600分（8760時間）です。0
exec-timeout minutes

Example:

ステップ 3

分の値を設定すると、タイムアウトはディセーブル

になります。デフォルト値は 30です。
switch(config-line)# exec-timeout 30

ラインコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

Example:

ステップ 4

switch(config-line)# exit
switch(config)#

仮想端末の設定を表示します。(Optional) show running-config all | begin vty

Example:

ステップ 5

switch(config)# show running-config all | begin
vty

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config
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セッション制限の設定

Cisco NX-OSデバイスでは、仮想ターミナルセッションの数を制限できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. line vty
3. session-limit sessions

4. exit
5. (Optional) show running-config all | being vty
6. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ラインコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

line vty

Example:

ステップ 2

switch# line vty
switch(config-line)#

Cisco NX-OSデバイス向けの仮想セッションの最大
数を設定します。範囲は 1～ 64です。デフォルト
は 32です。

session-limit sessions

Example:
switch(config-line)# session-limit 10

ステップ 3

ラインコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

Example:

ステップ 4

switch(config-line)# exit
switch(config)#

仮想端末の設定を表示します。(Optional) show running-config all | being vty

Example:

ステップ 5

switch(config)# show running-config all | begin
vty

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config
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モデム接続の設定
ユーザーはモデムをコンソールポートに接続できます。

モデム接続のイネーブル化

モデムを使用する前に、ポートでモデム接続をイネーブルにする必要があります。

始める前に

コンソールポートにログインします。

手順の概要

1. configure terminal
2. line console
3. modem in
4. exit

5. （任意） show line

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

コンソールコンフィギュレーションモードを開始

します。

line consoleステップ 2

ポートでモデム入力をイネーブルにします。modem inステップ 3

コンソールコンフィギュレーションモードを終了

します。

exitステップ 4

コンソールの設定値を表示します。（任意） show line

例：

ステップ 5

switch(config)# show line

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config
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デフォルトの初期化ストリングのダウンロード

Cisco NX-OSソフトウェアによって、モデムと接続するためにダウンロードできるデフォルト
の初期化ストリングが提供されます。デフォルトの初期化文字列は ATE0Q1&D2&C1S0=1\015
です。

始める前に

コンソールポートにログインします。

手順の概要

1. configure terminal
2. line console
3. modem init-string default
4. exit

5. （任意） show line

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

line consoleステップ 2

デフォルトの初期化ストリングをモデムに書き込み

ます。

modem init-string defaultステップ 3

コンソールコンフィギュレーションモードを終了

します。

exitステップ 4

コンソールの設定値を表示します。（任意） show line

例：

ステップ 5

switch(config)# show line

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config
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ユーザ指定の初期化ストリングの設定およびダウンロード

デフォルトの初期化ストリングがお使いのモデムと互換性がない場合、独自の初期化ストリン

グを設定したり、ダウンロードしたりすることができます。

始める前に

コンソールポートにログインします。

手順の概要

1. configure terminal
2. line console
3. modem set-string user-input string

4. modem init-string user-input
5. exit

6. （任意） show line

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

line consoleステップ 2

コンソールポート用のユーザー指定の初期化ストリ

ングを設定します。この初期化ストリングは、最大

modem set-string user-input stringステップ 3

100文字の長さの英数字で、大文字と小文字が区別
され、特殊文字を含むことができます。

ストリングを初期化する前に、まずユー

ザ入力のストリングを設定する必要があ

ります。

（注）

ユーザー指定の初期化ストリングを、コンソール

ポートに接続されたモデムに書き込みます。

modem init-string user-inputステップ 4

コンソールコンフィギュレーションモードを終了

します。

exitステップ 5

コンソールの設定値を表示します。（任意） show line

例：

ステップ 6

switch(config)# show line
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目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch(config)# copy running-config
startup-config

電源がオンになっている Cisco NX-OSデバイスのモデムの初期化
電源がオンになっている物理デバイスにモデムを接続する場合、モデムを使用する前に初期化

する必要があります。

始める前に

CiscoNX-OSデバイスがブートシーケンスを完了し、システムイメージが実行されるまで待っ
てから、モデムをデバイスのコンソールポートに接続します。

ポートでモデム接続をイネーブルにします。

手順の概要

1. modem connect line console}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

デバイスに接続されたモデムを初期化します。modem connect line console}

例：

ステップ 1

switch# modem connect line console

ターミナルセッションのクリア
Cisco NX-OSデバイスのターミナルセッションをクリアできます。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) show users
2. clear line name

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

デバイスのユーザセッションを表示します。(Optional) show users

Example:

ステップ 1
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PurposeCommand or Action
switch# show users

特定の回線のターミナルセッションをクリアしま

す。回線名では大文字と小文字が区別されます。

clear line name

Example:

ステップ 2

switch# clear line pts/0

端末およびセッション情報の表示
端末およびセッション情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

端末設定を表示します。show terminal

コンソールポートの設定を表示します。show line

仮想ターミナルセッションを表示します。show users

実行コンフィギュレーションのユーザアカウント設定を表示しま

す。allキーワードを指定すると、ユーザアカウントのデフォルト
値が表示されます。

show running-config [all]

これらのコマンドの出力フィールドの詳細については、ご使用のデバイスの Cisco Nexusコマ
ンドリファレンスガイドを参照してください。

ファイルシステムパラメータのデフォルト設定
次の表に、ファイルシステムパラメータのデフォルト設定を示します。

Table 14:デフォルトのファイルシステム設定

デフォル

ト

パラメータ

bootflash:デフォルトファイルシステム

端末設定とセッションの関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco NX-OS Licensing Guide』Cisco NX-OSライセンス設定
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マニュアルタイトル関連項目

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OS基本コマン

ドリファレンス

コマンドリファレンス
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第 4 章

基本的なデバイス管理

この章では、Cisco NX-OSデバイスの基本設定を構成、管理、確認する方法について説明しま
す。

•基本的なデバイス管理の概要, on page 49
•基本的なデバイス管理の注意事項と制限事項（50ページ）
•デバイスのホスト名の変更, on page 51
• MOTDバナーの設定, on page 51
•タイムゾーンの設定, on page 52
•夏時間の設定, on page 53
•デバイスクロックの手動設定, on page 54
•クロックマネージャの設定（55ページ）
•ユーザーの管理, on page 56
•デバイスコンフィギュレーションの確認, on page 57
•基本的なデバイスパラメータのデフォルト設定, on page 58
•基本的なデバイス管理に関する追加情報（58ページ）

基本的なデバイス管理の概要
ここでは、基本的なデバイス管理の概要について説明します。

デバイスのホスト名

コマンドプロンプトに表示されるデバイスのホスト名を、デフォルト（switch）から別のスト
リングに変更できます。デバイスに固有のホスト名を付けると、コマンドラインインターフェ

イス（CLI）プロンプトからそのデバイスを容易に特定できます。
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Message-of-the-Dayバナー
Message-of-The-Day（MOTD）バナーは、デバイス上でユーザログインプロンプトの前に表示
されます。このメッセージには、デバイスのユーザに対して表示する任意の情報を含めること

ができます。

デバイスクロック

デバイスを NTPクロックソースなどの有効な外部の時間調整機構と同期させない場合は、デ
バイスの起動時にクロックタイムを手動で設定できます。

クロックマネージャ

Cisco Nexusシャーシには、異なるタイプのクロックを搭載することができます。これらは同
期することが必要な場合があります。これらのクロックは、さまざまなコンポーネント（スー

パーバイザ、LCプロセッサ、またはラインカードなど）の一部で、それぞれ異なるプロトコ
ルを使用している場合があります。

クロックマネージャには、これらの異なるクロックを同期する機能があります。

タイムゾーンと夏時間

デバイスのタイムゾーンと夏時間を設定できます。これらの値により、クロックの時刻が協定

世界時（UTC）からオフセットされます。UTCは、国際原子時（TAI）をベースにしており、
うるう秒を定期的に追加することで地球の自転の遅れを補償しています。UTCは、以前はグリ
ニッジ標準時（GMT）と呼ばれていました。

ユーザセッション

デバイス上のアクティブなユーザセッションを表示できます。また、ユーザセッションにメッ

セージを送信することもできます。ユーザセッションおよびアカウントの管理の詳細について

は、ご使用のデバイスの『Cisco Nexus security configuration guide』を参照してください。

基本的なデバイス管理の注意事項と制限事項
基本的なデバイス管理の注意事項と制限事項は次のとおりです。

• show tech-support libsdkコマンドおよび show tech-support mtc-usdコマンドはサポートさ
れていません。代わりに showtech-supportmodule1コマンドを使用してください。（NX-OS
7.0(3)I7(2)以降のリリース）。
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デバイスのホスト名の変更
コマンドプロンプトに表示されるデバイスのホスト名を、デフォルト（switch）から別のスト
リングに変更できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. {hostname | switchname} name

3. exit
4. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デバイスのホスト名を変更します。name引数は、63
文字以内の英数字で指定します。大文字と小文字が

区別されます。デフォルト名は switchです。

{hostname | switchname} name

Example:

hostnameコマンドの使用：

ステップ 2

switchnameコマンドは、hostnameコマ
ンドと同じ機能を実行します。

Note
switch(config)# hostname Engineering1
Engineering1(config)#

switchnameコマンドの使用：

Engineering1(config)# switchname Engineering2
Engineering2(config)#

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

Example:

ステップ 3

Engineering2(config)# exit
Engineering2#

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 4

Engineering2# copy running-config startup-config

MOTDバナーの設定
ユーザーがログインするときに端末でログインプロンプトの後にMOTDが表示されるよう設
定できます。MOTDバナーには、次の特徴があります。

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OS基礎構成ガイド、リリース 10.3(x)
51

基本的なデバイス管理

デバイスのホスト名の変更



• 1行あたり最大 80文字

•最大 40行

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. banner motd delimiting-character message delimiting-character

3. exit
4. (Optional) show banner motd
5. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MoTDバナーを設定します。メッセージテキストで
は、区切り文字を使用しないでください。

banner motd delimiting-character message
delimiting-character

Example:

ステップ 2

"または%は、区切り文字に使用しない
でください。

Note
switch(config)# banner motd #Welcome to the
Switch#
switch(config)#

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

Example:

ステップ 3

switch(config)# exit
switch#

設定されたMOTDバナーを表示します。(Optional) show banner motd

Example:

ステップ 4

switch# show banner motd

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 5

switch# copy running-config startup-config

タイムゾーンの設定
UTCからデバイスのクロック時刻をオフセットするためにタイムゾーンを設定できます。
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SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. clock timezone zone-name offset-hours offset-minutes

3. exit
4. (Optional) show clock
5. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

タイムゾーンを設定します。zone-name引数は、タ
イムゾーンの略語（PSTや ESTなど）である 3文

clock timezone zone-name offset-hours offset-minutes

Example:

ステップ 2

字の文字列です。offset-hours引数は、UTCからのオswitch(config)# clock timezone EST -5 0
フセット値であり、有効な範囲は –23～ 23時間で
す。offset-minutes引数の範囲は、0～ 59分です。

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

Example:

ステップ 3

switch(config)# exit
switch#

時間とタイムゾーンを表示します。(Optional) show clock

Example:

ステップ 4

switch# show clock

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 5

switch# copy running-config startup-config

夏時間の設定
デバイスで夏時間を有効にする時期と、オフセット（分単位）を設定できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. clock summer-time zone-name start-week start-day start-month start-time end-week end-day

end-month end-time offset-minutes

3. exit
4. (Optional) show clock detail
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5. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

夏時間を設定します。clock summer-time zone-name start-week start-day
start-month start-time end-week end-day end-month
end-time offset-minutes

ステップ 2

zone-name引数は、タイムゾーンの略語（PST、EST
など）である 3文字のストリングです。

Example:
start-day引数と end-day引数の値は、Monday、
Tuesday、Wednesday、Thursday、Friday、
Saturday、および Sundayです。

switch(config)# clock summer-time PDT
1 Sunday March 02:00 1 Sunday
November 02:00 60

start-monthおよび end-month引数の値は January、
February、March、April、May、June、July、
August、September、October、November、および
December.です。

start-timeおよび end-time引数の値は、hh:mmフォー
マットです。

offset-minutes引数の範囲は、0～ 1440分です。

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

Example:

ステップ 3

switch(config)# exit
switch#

設定されたMOTDバナーを表示します。(Optional) show clock detail

Example:

ステップ 4

switch(config)# show clock detail

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 5

switch# copy running-config startup-config

デバイスクロックの手動設定
デバイスがリモートの時刻源にアクセスできない場合、クロックを手動で設定できます。
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Before you begin

タイムゾーンを設定します。

SUMMARY STEPS

1. clock set time day month year

2. (Optional) show clock

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

デバイスクロックを設定します。clock set time day month year

Example:

ステップ 1

time引数のフォーマットは hh:mm:ssです。
switch# clock set 15:00:00 30 May 2008
Fri May 30 15:14:00 PDT 2008 day引数の範囲は 1～ 31です。

month引数の値は January、February、March、
April、May、June、July、August、September、
October、November、および Decemberです。

yearの引数の範囲は 2000～ 2030です。

現在のクロック値を表示します。(Optional) show clock

Example:

ステップ 2

switch(config)# show clock

クロックマネージャの設定
Cisco Nexusシャーシのコンポーネントのすべてのクロックを同期するように、Clock Manager
を構成できます。

手順の概要

1. clock protocol protocol vdc vdc-num

2. （任意） show run clock_manager

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

クロックマネージャを設定します。clock protocol protocol vdc vdc-num

例：

ステップ 1

The values for the protocol argument are ptp, ntp, and
none.# clock protocol ptp vdc 2

次に、値について説明します。
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目的コマンドまたはアクション

• ptp：IEEE 1588で記述されているとおりに、ク
ロックを高精度時間プロトコル（PTP）と同期
します。

• ntp— Synchronizes clocks with Network Time
Protocol (NTP).

• none - clock setスーパーバイザクロックの設定
に使用します。

noneが使用されている場合、指定
の VDCのクロックを構成する必要
があります。

（注）

プロトコルが設定されたら、指定の

VDCのクロックはそのプロトコル
を使用する必要があります。

たとえば、clock protocol ptp vdc 2
コマンドを入力すると、VDC 2に
PTPが設定されます。

（注）

vdc引数の範囲は、1～ 8です。

クロックマネージャの設定を表示します。（任意） show run clock_manager

例：

ステップ 2

#show run clock_manager

ユーザーの管理
デバイスにログインしたユーザの情報を表示したり、それらのユーザにメッセージを送信した

りできます。

ユーザセッションに関する情報の表示

デバイス上のユーザセッションに関する情報を表示できます。

SUMMARY STEPS

1. show users
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DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

ユーザセッションを表示します。show users

Example:

ステップ 1

switch# show users

ユーザーへのメッセージ送信

デバイス CLIを使用して、現在アクティブなユーザにメッセージを送信できます。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) show users
2. send [session line] message-text

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

アクティブなユーザセッションを表示します。(Optional) show users

Example:

ステップ 1

switch# show users

すべてのアクティブなユーザまたは特定のユーザに

メッセージを送信します。このメッセージは最大80
文字の英数字で、大文字と小文字が区別されます。

send [session line] message-text

Example:
switch# send Reloading the device is 10 minutes!

ステップ 2

デバイスコンフィギュレーションの確認
構成を確認するためには、次のいずれかのコマンドを使用します。

目的コマンド

Running Configurationを表示しますshow running-config

スタートアップコンフィギュレーションを表示します。show startup-config

これらのコマンドの出力フィールドの詳細については、ご使用のデバイスの『Cisco Nexus
Command Reference』を参照してください。
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基本的なデバイスパラメータのデフォルト設定
次の表に、基本的なデバイスパラメータのデフォルト設定を示します。

Table 15:デフォルトの基本的なデバイスパラメータ

デフォルトパラメータ

User Access VerificationMOTDバナーテキスト

UTCクロックタイムゾーン

基本的なデバイス管理に関する追加情報

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco NX-OS Licensing Guide』Cisco NX-OSライセンス設定

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OS基本コマン

ドリファレンス

コマンドリファレンス
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第 5 章

PowerOn Auto Provisioningの使用方法

This chapter contains the following sections:

• PowerOn Auto Provisioningの概要（59ページ）
• POAPの注意事項および制約事項（65ページ）
• POAPを使用するためのネットワーク環境の設定（67ページ）
• POAPを使用するスイッチの設定（68ページ）
•デバイスコンフィギュレーションの確認, on page 68
• POAPの関連資料（69ページ）

PowerOn Auto Provisioningの概要
PowerOn Auto Provisioning（POAP）は、ネットワークに初めて導入された Cisco Nexusスイッ
チに対して、ソフトウェアイメージのアップグレードとコンフィギュレーションファイルの

インストールのプロセスを自動化します。

POAP機能を備えたCisco Nexus Seriesスイッチが起動し、スタートアップ構成が検出されない
場合、スイッチは POAPモードを開始し、構成スクリプトファイルが含まれていないか USB
デバイスをチェックします。見つかった場合は、ソフトウェアイメージファイル、およびス

イッチのコンフィギュレーションファイルが含まれているかどうか、そのデバイスを確認しま

す。

スイッチがUSBデバイスを検出しない場合、またはUSBデバイスに必要なイメージファイル
またはスイッチのコンフィギュレーションファイルが含まれていない場合、スイッチはDHCP
サーバを見つけ、インターフェイス IPアドレス、ゲートウェイ、および DNSサーバ IPアド
レスを使用してブートストラップします。さらに、スイッチは、イメージと必要な設定ファイ

ルをダウンロードする TFTPサーバーの IPアドレス、または HTTPサーバーの URLを取得し
ます。

DHCP情報は、構成ファイルが USBデバイスで見つからなかった場合にのみ使用できます。（注）
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POAPのためのネットワーク要件
POAPには、次のネットワークインフラが必要です。

•インターフェイス IPアドレス、ゲートウェイアドレス、DNSサーバー、およびログサー
バーを自力で設定するための DHCPサーバー

•ソフトウェアイメージのインストールと構成のプロセスを自動化する構成スクリプトが保
管されている TFTPまたは HTTPサーバー

•必要なソフトウェアイメージとコンフィギュレーションファイルが保管されている 1台
以上のサーバ

図 1 : POAPネットワークインフラ

POAPコンフィギュレーションスクリプト
シスコから提供される参照スクリプトでは、次の機能がサポートされています。

•スイッチ上にソフトウェアイメージ（システムイメージとキックスタートイメージ）が
まだ存在しない場合は、それらのファイルをダウンロードします。ソフトウェアイメージ

がスイッチ上にインストールされ、次回のリブート時に使用されます。

•ダウンロードされた設定がスイッチの次回のリブート時に適用されるようにスケジュール
します。

•設定をスタートアップコンフィギュレーションとして保存します。
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Pythonプログラミング言語と Tool Command Language（Tcl）を使用して開発されたコンフィ
ギュレーションスクリプトのサンプルが用意されています。これらのスクリプトのいずれか

を、自分のネットワーク環境に合わせてカスタマイズできます。

Pythonを使用したこのスクリプトのカスタマイズについては、ご使用のプラットフォームの
Cisco NX-OS Python API Reference Guideを参照してください。

POAP処理
POAPプロセスには次のフェーズがあります。

1. 電源投入

2. USBの検出

3. DHCPの検出

4. スクリプトの実行

5. インストール後のリロード

これらのフェーズ内では、他の処理や分岐点が発生します。次に、POAP処理のフロー図を示
します。
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図 2 : POAP処理

電源投入フェーズ

スイッチの初回電源投入時に、製造時にインストールされているソフトウェアイメージがロー

ドされ、スイッチの起動後に適用される構成ファイルが検索されます。コンフィギュレーショ

ンファイルが見つからなかった場合、POAPモードが開始されます。

起動中、POAPを中止して通常のセットアップに進むかどうかを確認するプロンプトが表示さ
れます。POAPを終了することも、続行することもできます。

POAPを続行する場合、ユーザの操作は必要ありません。POAPを中止するかどうかを確認す
るプロンプトは、POAP処理が完了するまで表示され続けます。

（注）
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POAPモードを終了すると、通常のインタラクティブなセットアップスクリプトが開始されま
す。POAPモードを続行すると、前面パネルのすべてのインターフェイスがレイヤ 3レイヤ 2
モードにセットアップされます。それにより、デバイスがレイヤ2フォワーディングに参加し
ないことが保証されます。

USB検出フェーズ

POAPが開始すると、プロセスはアクセス可能なすべての USBデバイスのルートディレクト
リから POAPの構成スクリプトファイル（Pythonスクリプトファイル、poap_script.py、また
は Tclスクリプトファイル、poap_script.tcl）、構成ファイル、およびシステムとキックスター
トイメージを検索します。

構成スクリプトファイルが USBデバイスにある場合は、POAPは構成スクリプトの実行を開
始します。構成スクリプトファイルが USBデバイスに存在しない場合は、POAPは DHCPの
検出を実行します（障害が発生した場合は、POAPが成功または手動で POAPプロセスを停止
するまで、POAPプロセスは USB検出と DHCP検出を交互に実行します）。

構成スクリプトで指定されたソフトウェアイメージおよびスイッチ構成ファイルが存在する場

合、POAPは、それらのファイルを使用して、ソフトウェアをインストールし、スイッチを構
成します。ソフトウェアイメージおよびスイッチ構成ファイルが USBデバイスに存在しない
場合、POAPはクリーンアップをして DHCPフェーズを最初から開始します。

DHCP検出フェーズ

スイッチは、すべてのアクティブインターフェイス（mgmtインターフェイスを含む）で、
DHCPサーバからの DHCPオファーを要請する DHCP検出メッセージを送信します。Cisco
Nexusスイッチ上の DHCPクライアントは、クライアント IDオプションにスイッチシリアル
番号またはそのMACアドレスを使用して、それ自体をDHCPサーバーに識別させます。DHCP
サーバはこの IDを使用して、IPアドレスやスクリプトファイル名などの情報をDHCPクライ
アントに返すことができます。

POAPには、最低 3600秒（1時間）の DHCPリース期間が必要です。POAPは、DHCPリース
期間を確認します。DHCPリース期間が 3600秒（1時間）に満たない場合、POAPはDHCPネ
ゴシエーションを実行しません。

DHCP検出メッセージはまた、一部のオプションを必須にし、DHCPOFFERをDHCPサーバー
から受信した後、DHCPサーバーにこれらのオプションを請求します。

•オプション 66（TFTPサーバー名）、オプション 150（TFTPサーバーアドレス）：DHCP
サーバーは、DHCPクライアントに TFTPサーバー名または TFTPサーバーのアドレスを
リレーします。DHCPクライアントはこの情報を使用して TFTPサーバーに接続し、スク
リプトファイルを取得します。

• IPアドレス

•デフォルトゲートウェイ

•オプション 67（ブートファイル名）：DHCPサーバーは、DHCPクライアントにブート
ファイル名をリレーします。ブートファイル名には、TFTPサーバ上のブートファイルへ
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の完全パスが含まれます。DHCPクライアントは、この情報を使用してスクリプトファイ
ルをダウンロードします。

要件を満たす複数のDHCPオファーが受信された場合は、1つのオファーがランダムに選択さ
れます。デバイスは、選択された DHCPサーバとの DHCPネゴシエーション（要求と確認応
答）を実行し、DHCPサーバはスイッチに IPアドレスを割り当てます。POAP処理の後続のス
テップでエラーが発生すると、IPアドレスは DHCPに戻されます。

要件を満たす DHCPオファーが存在しない場合、スイッチは DHCPネゴシエーション（要求
と確認応答）を実行せず、IPアドレスは割り当てられません。POAPプロセスは、成功する
か、手動で POAPプロセスを中断するまで再起動されます。

図 3 : DHCP検出フェーズ
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スクリプトの実行フェーズ

デバイスがDHCP確認応答内の情報を使用して自身の構成を行った後、スイッチはスクリプト
ファイルを TFTPサーバーまたは HTTPサーバーからダウンロードします。

スイッチは、コンフィギュレーションスクリプトを実行します。これにより、ソフトウェア

イメージのダウンロードとインストール、およびスイッチ固有のコンフィギュレーションファ

イルのダウンロードが行われます。

ただし、この時点では、コンフィギュレーションファイルはスイッチに適用されません。ス

イッチ上で現在実行中のソフトウェアイメージがコンフィギュレーションファイル内の一部

のコマンドをサポートしていない可能性があるためです。新しいソフトウェアイメージがイン

ストールされた場合、スイッチのリブート後にそのソフトウェアイメージの実行が開始されま

す。その時点でスイッチにコンフィギュレーションが適用されます。

スイッチの接続が切断されると、スクリプトは停止し、スイッチはオリジナルのソフトウェア

イメージとブートアップ変数をリロードします。

（注）

インストール後のリロードフェーズ

スイッチが再起動し、アップグレードされたソフトウェアイメージ上でコンフィギュレーショ

ンが適用（リプレイ）されます。その後、スイッチは、実行コンフィギュレーションをスター

トアップコンフィギュレーションにコピーします。

POAPの注意事項および制約事項
•この機能が動作するには、Cisco Nexusスイッチソフトウェアイメージで POAPをサポー
トしている必要があります。

• POAPは startup-configが存在する場合でも、boot poap enableコマンドを使用してトリガー
できます。

• Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I7(8)以降、POAPで skip_multi_levelオプションを使用して、
single_imageアップグレードを実行できます。

• POAPを使用してブートストラップされている Cisco Nexusデバイスに接続されたアップ
リンクデバイスに、LACPレイヤ 3ポートチャネルが設定されている場合、すべてのメン
バーリンクが一時停止状態になるため、このポートチャネルはアクティブになりません。

したがって、POAPを使用してブートストラップされているCiscoNexusデバイスは、DHCP
サーバや、POAPに必要なその他のインフラストラクチャデバイスに到達できません。こ
の問題を回避するには、POAPを使用してブートストラップされている Cisco Nexusデバ
イスに接続するアップリンクデバイスに、スタティック L3ポートチャネルを設定しま
す。
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• POAPを使用して、VPCリンクでスタティックポートチャネルを使用する vPCペアの一
部である Cisco Nexusデバイスをブートストラップする場合、POAPのスタートアップ時
に、Cisco Nexusデバイスによってすべてのリンクがアクティブ化されます。VPCリンク
の最後にデュアル接続されたデバイスは、Cisco Nexusデバイスに接続されたポートチャ
ネルメンバーリンクへの一部、またはすべてのトラフィックの送信を開始する場合があ

り、それらのトラフィックは失われます。

この問題を回避するには、リンクが、POAPを使用してブートストラップされているCisco
Nexusデバイスへのトラフィックの転送を誤って開始しないように、vPCリンクに LACP
を設定します。

•重要なPOAPの更新は syslogに記録され、シリアルコンソールから使用可能になります。

•重大なPOAPエラーは、ブートフラッシュに記録されます。ファイル名のフォーマットは
date-time_poap_PID_[init,1,2].logです。ここで、 date-timeのフォーマットは
YYYYMMDD_hhmmssで、PIDはプロセス IDになります。

•スクリプトログは、ブートフラッシュディレクトリに保存されます。ファイル名のフォー
マットは date-time_poap_PID_script.logです。ここで、 date-timeのフォーマットは
YYYYMMDD_hhmmssで、PIDはプロセス IDになります。

• POAPを使用して、スケジューラコンフィギュレーションをリプレイすることはできませ
ん。スケジューラコンフィギュレーションをリプレイできない理由は、スケジューラコ

ンフィギュレーションが作成されたときにログインしていたユーザ（「admin」など）に
関連付けられるためです。POAPを使用したコンフィギュレーションのリプレイは特定の
ユーザに関連付けられないので、スケジューラコンフィギュレーションはリプレイできず

に失敗します。

スケジューラを設定する代わりに、EmbeddedEventManager（EEM）を設定してください。
EEMコンフィギュレーションは、POAPを使用してダウンロードし、リプレイできます。

• DHCP応答が IPアドレス 255.255.255.255に設定されている場合、NX-OSの DHCPは成功
します。IOSDHCPサーバーを含むすべてのDHCPサーバーがDHCP応答を255.255.255.255
に送信するわけではないため、NX-OSは IPアドレスを取得できず、その結果 POAPは成
功しません。

• NX-OS 7.0(3)I7(4)以降では、RFC 3004（DHCPのユーザークラスオプション）により、
Nexus 3000スイッチで IPv6上の POAPがサポートされます。ただし、Nexus 3500スイッ
チでは IPv6上の POAPはサポートされていません。

•安全な POAPの場合は、DHCPスヌーピングが有効になっていることを確認してくださ
い。

• POAPをサポートするには、ファイアウォールルールを設定して、意図しないまたは悪意
のある DHCPサーバーをブロックします。

•システムのセキュリティを維持し、POAPをより安全にするには、次のように構成しま
す。

• DHCPスヌーピングをイネーブルにします。
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•ファイアウォールルールを設定して、意図しない、または悪意のあるDHCPサーバー
をブロックします。

• POAPは、MGMTポートとインバンドポートの両方でサポートされます。

POAPを使用するためのネットワーク環境の設定

手順の概要

1. シスコが提供する基本設定スクリプトを変更するか、独自のスクリプトを作成します。

2. （任意） POAPの構成スクリプトおよびその他の必要なソフトウェアイメージおよびス
イッチの構成ファイルを、スイッチからアクセスできる USBデバイスに配置します。

3. DHCPサーバを配置し、このサーバにインターフェイス、ゲートウェイ、およびTFTPサー
バの IPアドレスと、コンフィギュレーションスクリプトファイルのパスと名前が指定さ
れたブートファイルを設定します。（この情報は、最初の起動時にスイッチに提供されま

す）。

4. 構成スクリプトをホストするための TFTPまたは HTTPサーバを展開します。
5. ソフトウェアイメージおよびコンフィギュレーションファイルをホストするための 1つ
または複数のサーバを配置します。

手順の詳細

ステップ 1 シスコが提供する基本設定スクリプトを変更するか、独自のスクリプトを作成します。

ステップ 2 （任意）POAPの構成スクリプトおよびその他の必要なソフトウェアイメージおよびスイッチの構成ファ
イルを、スイッチからアクセスできる USBデバイスに配置します。

ステップ 3 DHCPサーバを配置し、このサーバにインターフェイス、ゲートウェイ、および TFTPサーバの IPアドレ
スと、コンフィギュレーションスクリプトファイルのパスと名前が指定されたブートファイルを設定しま

す。（この情報は、最初の起動時にスイッチに提供されます）。

すべてのソフトウェアイメージおよびスイッチ構成ファイルが USBデバイスにある場合は、DHCPサー
バーを配置する必要はありません。

ステップ 4 構成スクリプトをホストするための TFTPまたは HTTPサーバを展開します。

ステップ 5 ソフトウェアイメージおよびコンフィギュレーションファイルをホストするための 1つまたは複数のサー
バを配置します。
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POAPを使用するスイッチの設定

始める前に

POAPを使用するためにネットワーク環境がセットアップされていることを確認します。詳細
については、このセクションの直前の「POAPを使用するためのネットワーク環境のセット
アップ」セクションを参照してください。

手順の概要

1. ネットワークにスイッチを設置します。

2. スイッチの電源を投入します。

3. （オプション）POAPモードを終了して、通常のインタラクティブセットアップスクリプ
トを開始する場合は、y（yes）を入力します。

手順の詳細

ステップ 1 ネットワークにスイッチを設置します。

ステップ 2 スイッチの電源を投入します。

構成ファイルが見つからない場合は、スイッチは POAPモードで起動して、POAPを中止して通常のセッ
トアップで続行するかどうかを尋ねるプロンプトが表示されます。

POAPモードで起動を続行するためのエントリは必要ありません。

ステップ 3 （オプション）POAPモードを終了して、通常のインタラクティブセットアップスクリプトを開始する場
合は、y（yes）を入力します。

スイッチが起動して、POAP処理が開始されます。詳細については、「POAPプロセス」のセクションを参
照してください。

次のタスク

設定を確認します。

デバイスコンフィギュレーションの確認
構成を確認するためには、次のいずれかのコマンドを使用します。

目的コマンド

Running Configurationを表示しますshow running-config
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目的コマンド

スタートアップコンフィギュレーションを表示します。show startup-config

これらのコマンドの出力フィールドの詳細については、ご使用のデバイスの『Cisco Nexus
Command Reference』を参照してください。

POAPの関連資料
マニュアルタイトル関連項目

Cisco Nexus 3000 Series NX-OS Python API
Reference Guide

コンフィギュレーションスクリプト

RFC2132—http://tools.ietf.org/html/rfc2132『DHCPOptions andBOOTPVendor Extensions』

RFC5859—http://tools.ietf.org/html/rfc5859『TFTP Server Address Option for DHCPv4』
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C H A P T E R 6
デバイスのファイルシステム、ディレク

トリ、およびファイルの使用方法

この章では、デバイスのファイルシステム、ディレクトリ、およびファイルの使用方法につい

て説明します。

•デバイスのファイルシステム、ディレクトリ、および外部ストレージデバイスについて
の情報, on page 71

•ディレクトリの操作, on page 73
•ファイルの使用, on page 76
•アーカイブファイルの操作（81ページ）
•ファイルシステムの使用例, on page 85
•ファイルシステムパラメータのデフォルト設定, on page 89
•ファイルシステムに関する追加情報, on page 89

デバイスのファイルシステム、ディレクトリ、および外

部ストレージデバイスについての情報
ここでは、Cisco NX-OSデバイスのファイルシステム、ディレクトリ、およびファイルと、
Cisco NX-OSデバイス上の外部保存について説明します。

ファイルシステム

ローカルファイルシステムを指定するための構文は、filesystem:[//modules/]です。

デフォルトのファイルシステムパラメータは bootflash:です。Note
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次の表に、デバイス上で参照可能な各種ファイルシステムの説明を示します。

Table 16:ファイルシステムのコンポーネント

説明モジュールファイルシステム名

アクティブスーパーバイザモ

ジュールにある内部コンパク

トフラッシュメモリ。イメー

ジファイル、構成ファイル、

およびその他のファイルを格

納するためにスーパーバイザ

モジュールに搭載された外部

USBフラッシュメモリ。初期
デフォルトディレクトリは

bootflashです。

sup-active

sup-local
ブートフラッシュ

スタンバイスーパーバイザモ

ジュールにある内部コンパク

トフラッシュメモリ。イメー

ジファイル、構成ファイル、

およびその他のファイルを格

納するためにスーパーバイザ

モジュールに搭載された外部

USBフラッシュメモリ。

sup-standby

sup-remote

スーパーバイザモジュールに

搭載された揮発性 RAM
（VRAM）。一時的または保
留中の変更に使用されます。

—volatile

アクティブスーパーバイザモ

ジュールのメモリ。ファイル

統計ログの保存に使用されま

す。

—log

スーパーバイザモジュールの

メモリ。実行構成ファイルの

保存に使用されます。

—システム

スーパーバイザモジュールの

メモリ。デバッグログの保存

に使用されます。

—debug
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ディレクトリ

bootflash:および外部フラッシュメモリ（slot0:、usb1:、および usb2:）にディレクトリを作成
できます。ユーザーはディレクトリからファイルを作成、保存、およびアクセスすることがで

きます。

ファイル

ユーザーは、bootflash:、volatile:、slot0:、usb1:、および usb2:ファイルシステムにファイルを
作成し、アクセスすることができます。system:ファイルシステムのファイルにはアクセスだ
けが可能です。debug:ファイルシステムには、debug logfileコマンドを使用して指定されたデ
バッグログファイルを保存できます。

FTP、Secure Copy（SCP）、Secure File Transfer Protocol（SFTP）、およびTFTPを使用すれば、
リモートサーバーからシステムイメージファイルなどのファイルをダウンロードできます。

デバイスは SCPサーバーとして動作できるので、外部サーバーからデバイスへファイルをコ
ピーすることもできます。

ディレクトリの操作
ここでは、Cisco NX-OSデバイスでディレクトリを操作する手順を説明します。

カレントディレクトリの特定

カレントディレクトリのディレクトリ名を表示できます。

SUMMARY STEPS

1. pwd

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

カレントディレクトリの名前を表示します。pwd

Example:

ステップ 1

switch# pwd

カレントディレクトリの変更

ファイルシステムの操作のためカレントディレクトリを変更できます。初期デフォルトディ

レクトリは bootflash:です。
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SUMMARY STEPS

1. (Optional) pwd
2. cd {directory | filesystem:[//module/][directory]}

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示しま

す。

(Optional) pwd

Example:

ステップ 1

switch# pwd

新しいカレントディレクトリに変更します。ファイ

ルシステム、モジュール、およびディレクトリ名で

は、大文字と小文字が区別されます。

cd {directory | filesystem:[//module/][directory]}

Example:
switch# cd slot0:

ステップ 2

ディレクトリの作成

bootflash:およびフラッシュデバイスファイルシステムでディレクトリを作成できます。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) pwd
2. (Optional) cd {directory | filesystem:[//module/][directory]}
3. mkdir [filesystem:[//module/]]directory

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示しま

す。

(Optional) pwd

Example:

ステップ 1

switch# pwd

新しいカレントディレクトリに変更します。ファイ

ルシステム、モジュール、およびディレクトリ名で

は、大文字と小文字が区別されます。

(Optional) cd {directory | filesystem:[//module/][directory]}

Example:
switch# cd slot0:

ステップ 2

新しいディレクトリを作成します。filesystem引数で
は、大文字と小文字が区別されます。directory引数

mkdir [filesystem:[//module/]]directory

Example:

ステップ 3

は、64文字以内の英数字で指定します。大文字と小
文字が区別されます。

switch# mkdir test

ディレクトリの内容の表示

ディレクトリの内容を表示できます。
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SUMMARY STEPS

1. dir [directory | filesystem:[//module/][directory]]

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

ディレクトリの内容を表示します。デフォルト値

は、現在の作業ディレクトリです。ファイルシステ

dir [directory | filesystem:[//module/][directory]]

Example:

ステップ 1

ム名およびディレクトリ名では、大文字と小文字が

区別されます。
switch# dir bootflash:test

ディレクトリの削除

ディレクトリは、デバイス上のファイルシステムから削除できます。

Before you begin

ディレクトリを削除する前に、ディレクトリが空白であることを確認します。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) pwd
2. (Optional) dir [filesystem :[//module/][directory]]
3. rmdir [filesystem :[//module/]]directory

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示しま

す。

(Optional) pwd

Example:

ステップ 1

switch# pwd

カレントディレクトリの内容を表示します。ファイ

ルシステム、モジュール、およびディレクトリ名で

は、大文字と小文字が区別されます。

(Optional) dir [filesystem :[//module/][directory]]

Example:
switch# dir bootflash:test

ステップ 2

ディレクトリが空白でない場合は、ディレクトリを

削除する前に、ディレクトリ内のすべてのファイル

を削除する必要があります。

ディレクトリを削除します。ファイルシステムおよ

びディレクトリ名では、大文字と小文字が区別され

ます。

rmdir [filesystem :[//module/]]directory

Example:
switch# rmdir test

ステップ 3
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スタンバイスーパーバイザモジュール上のディレクトリへのアクセ

ス

アクティブスーパーバイザモジュール上のセッションからスタンバイスーパーバイザモジュー

ル（リモート）上のすべてのファイルシステムにアクセスできます。この機能は、アクティブ

スーパーバイザモジュールにファイルをコピーしたら、同じファイルをスタンバイスーパー

バイザモジュール上にもコピーする必要がある場合に役立ちます。

アクティブスーパーバイザモジュール上のセッションからスタンバイスーパーバイザモジュー

ル上のファイルシステムにアクセスするには、 filesystem://sup-remote/コマンドまたは
filesystem://sup-standby/コマンドを使用して、ファイルのパスにスタンバイスーパーバイザモ
ジュールを指定します。

ファイルの使用
ここでは、Cisco NX-OSデバイスでファイルを使用する手順を説明します。

ファイルの移動

ディレクトリ内のファイルを別のディレクトリに移動できます。

宛先ディレクトリに同名のファイルがすでに存在する場合は、そのファイルは移動対象のファ

イルによって上書きされます。

Caution

moveコマンドを使用して、同じディレクトリ内でファイルを移動することにより、ファイル
の名前を変更できます。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) pwd
2. (Optional) dir [filesystem:[//module/][directory]]
3. move [filesystem:[//module/][directory /] | directory/]source-filename {{filesystem:[//module/][directory

/] | directory/}[target-filename] | target-filename}

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示しま

す。

(Optional) pwd

Example:

ステップ 1

switch# pwd
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PurposeCommand or Action

カレントディレクトリの内容を表示します。ファイ

ルシステムおよびディレクトリ名では、大文字と小

文字が区別されます。

(Optional) dir [filesystem:[//module/][directory]]

Example:
switch# dir bootflash

ステップ 2

ファイルを移動します。move [filesystem:[//module/][directory /] |
directory/]source-filename

ステップ 3

ファイルシステム、モジュール、およびディレクト

リ名では、大文字と小文字が区別されます。
{{filesystem:[//module/][directory /] |
directory/}[target-filename] | target-filename}

Example: target-filename引数は、64文字以内の英数字で指定
します。大文字と小文字が区別されます。switch# move test old_tests/test1

target-filename引数を指定しないと、ファイル名はデ
フォルトで source-filename引数値に設定されます。

ファイルのコピー

ファイルのコピーは、同じディレクトリまたは別のディレクトリのいずれかで作成できます。

dirコマンドを使用して、コピー先のファイルシステムに十分な領域があることを確認しま
す。十分な領域が残っていない場合は、deleteコマンドを使用して不要なファイルを削除しま
す。

Note

SUMMARY STEPS

1. (Optional) pwd
2. (Optional) dir [filesystem:[//module/][directory]]
3. copy [filesystem:[//module/][directory/] | directory/]source-filename |

{filesystem:[//module/][directory/]] | directory/}[target-filename]

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示しま

す。

(Optional) pwd

Example:

ステップ 1

switch# pwd

カレントディレクトリの内容を表示します。ファイ

ルシステムおよびディレクトリ名では、大文字と小

文字が区別されます。

(Optional) dir [filesystem:[//module/][directory]]

Example:
switch# dir bootflash

ステップ 2
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PurposeCommand or Action

ファイルをコピーします。ファイルシステム、モ

ジュール、およびディレクトリ名では、大文字と小

copy [filesystem:[//module/][directory/] |
directory/]source-filename |
{filesystem:[//module/][directory/]] |
directory/}[target-filename]

ステップ 3

文字が区別されます。source-filenameの引数は、64
文字以内の英数字で指定します。大文字と小文字が

Example: 区別されます。target-filename引数を指定しないと、
ファイル名はデフォルトで source-filename引数値に
設定されます。

switch# copy test old_tests/test1

copyコマンドは、ftp、scp、sftp、tftp、および http
プロトコルをサポートします。

ファイルの削除

ディレクトリからファイルを削除できます。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) dir [filesystem:[//module/][directory]]
2. delete {filesystem:[//module/][directory/] | directory/}filename

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

カレントディレクトリの内容を表示します。ファイ

ルシステムおよびディレクトリ名では、大文字と小

文字が区別されます。

(Optional) dir [filesystem:[//module/][directory]]

Example:
switch# dir bootflash

ステップ 1

ファイルを削除します。ファイルシステム、モ

ジュール、およびディレクトリ名では、大文字と小

delete {filesystem:[//module/][directory/] |
directory/}filename

Example:

ステップ 2

文字が区別されます。source-filename引数では、大
文字と小文字が区別されます。switch# delete test old_tests/test1

1つのディレクトリを指定している場
合、deleteコマンドではディレクトリ全
体とその内容すべてが削除されます。

Caution

ファイル内容の表示

ファイルの内容を表示できます。

SUMMARY STEPS

1. show file [filesystem:[//module/]][directory/]filename
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DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

ファイルの内容を表示します。show file [filesystem:[//module/]][directory/]filename

Example:

ステップ 1

switch# show file bootflash:test-results

ファイルチェックサムの表示

ファイルの整合性をチェックするチェックサムを表示できます。

SUMMARY STEPS

1. show file [filesystem:[//module/]][directory/]filename {cksum | md5sum}

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

ファイルのチェックサムまたはMD5チェックサム
を表示します。

show file [filesystem:[//module/]][directory/]filename
{cksum | md5sum}

Example:

ステップ 1

switch# show file bootflash:trunks2.cfg cksum

ファイルの圧縮と解凍

Lempel-Ziv 1977（LZ77）コーディングを使用して Cisco NX-OSデバイス上のファイルを圧縮
および圧縮解除できます。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) dir [filesystem:[//module/]directory]]
2. gzip [filesystem:[//module/][directory/] | directory/]filename

3. gunzip [filesystem:[//module/][directory/] | directory/]filename .gz

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

カレントディレクトリの内容を表示します。ファイ

ルシステムおよびディレクトリ名では、大文字と小

文字が区別されます。

(Optional) dir [filesystem:[//module/]directory]]

Example:
switch# dir bootflash:

ステップ 1

ファイルを圧縮します。ファイルが圧縮される

と、.gzサフィクスが付けられます。
gzip [filesystem:[//module/][directory/] |
directory/]filename

Example:

ステップ 2
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PurposeCommand or Action
switch# gzip show_tech

ファイルを圧縮解除します。圧縮解除するファイル

のサフィクスは、.gzである必要があります。ファイ
gunzip [filesystem:[//module/][directory/] |
directory/]filename .gz

Example:

ステップ 3

ルが圧縮解除されると、サフィクスは .gzではなく
なります。switch# gunzip show_tech.gz

ファイルの最終行の表示

ファイルの最後の行を表示できます。

SUMMARY STEPS

1. tail [filesystem:[//module/]][directory/]filename [lines]

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

ファイルの最後の行を表示します。デフォルトの行

数は 10です。有効な範囲は 0～ 80行です。
tail [filesystem:[//module/]][directory/]filename [lines]

Example:

ステップ 1

switch# tail ospf-gr.conf

ファイルへの showコマンド出力のリダイレクト
showコマンドの出力は、bootflash:、slot0:、volatile:、またはリモートサーバー上のファイルに
リダイレクトできます。また、コマンド出力のフォーマットを指定することもできます。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) terminal redirection-mode {ascii | zipped}
2. show-command > [filesystem:[//module/][directory] | [directory /]]filename

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

ユーザーセッションに対して showコマンド出力の
リダイレクションモードを設定します。デフォルト

モードは asciiです。

(Optional) terminal redirection-mode {ascii | zipped}

Example:
switch# terminal redirection-mode zipped

ステップ 1

showコマンドからの出力をファイルにリダイレクト
します。

show-command > [filesystem:[//module/][directory] |
[directory /]]filename

Example:

ステップ 2

switch# show tech-support > bootflash:techinfo

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OS基礎構成ガイド、リリース 10.3(x)
80

デバイスのファイルシステム、ディレクトリ、およびファイルの使用方法

ファイルの最終行の表示



ファイルの検索

特定のストリングで始まる名前を持つファイルを現在の作業ディレクトリとそのサブディレク

トリで検索できます。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) pwd
2. (Optional) cd {filesystem:[//module/][directory] | directory}
3. find filename-prefix

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示しま

す。

(Optional) pwd

Example:

ステップ 1

switch# pwd

デフォルトディレクトリを変更します。(Optional) cd {filesystem:[//module/][directory] | directory}

Example:

ステップ 2

switch# cd bootflash:test_scripts

指定したファイル名プレフィックスで始まるすべて

のファイル名をデフォルトディレクトリとそのサブ

find filename-prefix

Example:

ステップ 3

ディレクトリで検索します。ファイル名プレフィク

スでは、大文字と小文字が区別されます。
switch# find bgp_script

アーカイブファイルの操作
Cisco NX-OSソフトウェアは、アーカイブファイルをサポートしています。アーカイブファ
イルの作成の他に、アーカイブファイルにファイルを追加したり、アーカイブファイルから

ファイルを抽出したり、アーカイブファイル内のファイルのリストを表示したりすることがで

きます。

アーカイブファイルの作成

アーカイブファイルを作成し、アーカイブファイルにファイルを追加できます。次の圧縮タ

イプを指定できます。

• bzip2

• gzip

•未圧縮

デフォルト値は gzipです。
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手順の概要

1. tar create {bootflash: | volatile:}archive-filename [absolute] [bz2-compress] [gz-compress]
[remove] [uncompressed] [verbose] filename-list

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

アーカイブファイルを作成し、アーカイブファイ

ルにファイルを追加します。ファイル名は英数字で

tar create {bootflash: | volatile:}archive-filename
[absolute] [bz2-compress] [gz-compress] [remove]
[uncompressed] [verbose] filename-list

ステップ 1

指定します（大文字と小文字は区別されません）。

最大文字数は 240です。

absoluteキーワードは、先頭のバックスラッシュ文
字（\）を、アーカイブファイルに追加されたファ
イルの名前から削除しないことを指定します。デ

フォルトでは、先頭のバックスラッシュ文字は削除

されます。

bz2-compress、gz-compress、および uncompressed
のキーワードは、アーカイブにファイルを追加する

とき（または後で追加するとき）に使用する圧縮

ユーティリティと、ファイルを抽出するときに使用

する解凍ユーティリティを決定します。アーカイブ

ファイルに拡張子を指定しない場合、デフォルト値

は次のようになります。

• bz2-compressの場合、拡張子は .tar.bz2です。

• gz-compressの場合、拡張子は .tar.gzです。

• uncompressedの場合、拡張子は .tarです。

removeキーワードは、アーカイブにファイルを追加
した後に、Cisco NX-OSソフトウェアがファイルシ
ステムからこれらのファイルを削除することを指定

します。デフォルトでは、ファイルは削除されませ

ん。

verboseキーワードは、Cisco NX-OSソフトウェア
が、ファイルがアーカイブに追加されるときにファ

イルをリストすることを指定します。デフォルト

で、ファイルは追加されると一覧表示されます。

例

次に、gzip圧縮アーカイブファイルを作成する例を示します。
switch# tar create bootflash:config-archive gz-compress bootflash:config-file
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アーカイブファイルへのファイルの追加

Cisco NX-OSデバイス上の既存のアーカイブファイルにファイルを追加できます。

始める前に

Cisco NX-OSデバイスでアーカイブファイルを作成しました。

手順の概要

1. tar append {bootflash: | volatile:}archive-filename [absolute] [remove] [verbose] filename-list

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

既存のアーカイブファイルにファイルを追加しま

す。アーカイブファイル名では、大文字と小文字は

区別されません。

tar append {bootflash: | volatile:}archive-filename
[absolute] [remove] [verbose] filename-list

ステップ 1

absoluteキーワードは、先頭のバックスラッシュ文
字（\）を、アーカイブファイルに追加されたファ
イルの名前から削除しないことを指定します。デ

フォルトでは、先頭のバックスラッシュ文字は削除

されます。

removeキーワードは、アーカイブにファイルを追加
した後に、Cisco NX-OSソフトウェアがファイルシ
ステムからこれらのファイルを削除することを指定

します。デフォルトでは、ファイルは削除されませ

ん。

verboseキーワードは、Cisco NX-OSソフトウェア
が、ファイルがアーカイブに追加されるときにファ

イルをリストすることを指定します。デフォルト

で、ファイルは追加されると一覧表示されます。

例

次に、既存のアーカイブファイルにファイルを追加する例を示します。

switch# tar append bootflash:config-archive.tar.gz bootflash:new-config

アーカイブファイルからのファイルの抽出

ファイルは、Cisco NX-OSデバイス上の既存のアーカイブファイルに抽出できます。
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始める前に

Cisco NX-OSデバイスでアーカイブファイルを作成しました。

手順の概要

1. tar extract {bootflash: | volatile:}archive-filename [keep-old] [screen] [to {bootflash: |
volatile:}[/directory-name]] [verbose]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

既存のアーカイブファイルからファイルを抽出しま

す。アーカイブファイル名では、大文字と小文字は

区別されません。

tar extract {bootflash: | volatile:}archive-filename
[keep-old] [screen] [to {bootflash: |
volatile:}[/directory-name]] [verbose]

ステップ 1

keep-oldキーワードは、Cisco NX-OSソフトウェア
が、抽出されるファイルと同じ名前を持つファイル

を上書きしないことを示します。

screenキーワードは、CiscoNX-OSソフトウェアが、
抽出されたファイルの内容を端末画面に表示するこ

とを指定します。

toキーワードは、ターゲットファイルシステムを指
定します。ディレクトリ名を含めることができま

す。ディレクトリ名は、240文字以内の英数字で指
定します。大文字と小文字が区別されます。

verboseキーワードは、Cisco NX-OSソフトウェア
が、抽出されるファイルの名前を表示することを指

定します。

例

次に、既存のアーカイブファイルからファイルを抽出する例を示します。

switch# tar extract bootflash:config-archive.tar.gz

アーカイブファイルのファイル名の表示

アーカイブファイル名では、大文字と小文字は区別されません。（注）

アーカイブファイル内のファイル名を表示するには、次のコマンドを実行します。

tar list {bootflash: | volatile:}archive-filename
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例：

switch# tar list bootflash:config-archive.tar.gz
config-file
new-config

ファイルシステムの使用例
ここでは、Cisco NX-OSデバイスでのファイルシステムの使用例を示します。

スタンバイスーパーバイザモジュール上のディレクトリへのアクセ

ス

次に、スタンバイスーパーバイザモジュール上のファイルのリストを表示する例を示します。

switch# dir bootflash://sup-remote
12198912 Aug 27 16:29:18 2003 m9500-sf1ek9-kickstart-mzg.1.3.0.39a.bin
1864931 Apr 29 12:41:59 2003 dplug2
12288 Apr 18 20:23:11 2003 lost+found/

12097024 Nov 21 16:34:18 2003 m9500-sf1ek9-kickstart-mz.1.3.1.1.bin
41574014 Nov 21 16:34:47 2003 m9500-sf1ek9-mz.1.3.1.1.bin

Usage for bootflash://sup-remote
67747169 bytes used
116812447 bytes free
184559616 bytes total

次に、スタンバイスーパーバイザモジュール上のファイルを削除する例を示します。

switch# delete bootflash://sup-remote/aOldConfig.txt

ファイルの移動

次に、外部フラッシュデバイス上のファイルを移動する例を示します。

switch# move slot0:samplefile slot0:mystorage/samplefile

次に、デフォルトファイルシステム内のファイルを移動する例を示します。

switch# move samplefile mystorage/samplefile
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ファイルのコピー

次に、slot0:ファイルシステムのルートディレクトリから、samplefileというファイルをmystorage
ディレクトリにコピーする例を示します。

switch# copy slot0:samplefile slot0:mystorage/samplefile

次に、カレントディレクトリからファイルをコピーする例を示します。

switch# copy samplefile mystorage/samplefile

次に、アクティブスーパーバイザモジュールのブートフラッシュからスタンバイスーパーバ

イザモジュールのブートフラッシュにファイルをコピーする例を示します。

switch# copy bootflash:system_image bootflash://sup-2/system_image

copyコマンドを使用して、slot0:または bootflash:ファイルシステムと、FTP、TFTP、SFTP、
またはSCPサーバの間でファイルのアップロードおよびダウンロードを行うこともできます。

Note

ディレクトリの削除

ディレクトリは、デバイス上のファイルシステムから削除できます。

Before you begin

ディレクトリを削除する前に、ディレクトリが空白であることを確認します。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) pwd
2. (Optional) dir [filesystem :[//module/][directory]]
3. rmdir [filesystem :[//module/]]directory

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示しま

す。

(Optional) pwd

Example:

ステップ 1

switch# pwd

カレントディレクトリの内容を表示します。ファイ

ルシステム、モジュール、およびディレクトリ名で

は、大文字と小文字が区別されます。

(Optional) dir [filesystem :[//module/][directory]]

Example:
switch# dir bootflash:test

ステップ 2
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PurposeCommand or Action

ディレクトリが空白でない場合は、ディレクトリを

削除する前に、ディレクトリ内のすべてのファイル

を削除する必要があります。

ディレクトリを削除します。ファイルシステムおよ

びディレクトリ名では、大文字と小文字が区別され

ます。

rmdir [filesystem :[//module/]]directory

Example:
switch# rmdir test

ステップ 3

ファイル内容の表示

外部フラッシュデバイスのファイルの内容を表示する例を示します。

switch# show file slot0:test
configure terminal
interface ethernet 1/1
no shutdown
end
show interface ethernet 1/1

現在のディレクトリに存在するファイルの内容を表示する例を示します。

switch# show file myfile

ファイルチェックサムの表示

次に、ファイルのチェックサムを表示する例を示します。

switch# show file bootflash:trunks2.cfg cksum
583547619

次に、ファイルのMD5チェックサムを表示する例を示します。
switch# show file bootflash:trunks2.cfg md5sum
3b94707198aabefcf46459de10c9281c

ファイルの圧縮と解凍

次に、ファイルを圧縮する例を示します。

switch# dir
1525859 Jul 04 00:51:03 2003 Samplefile

...
switch# gzip volatile:Samplefile
switch# dir

266069 Jul 04 00:51:03 2003 Samplefile.gz
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...

次に、圧縮ファイルを解凍する例を示します

switch# dir
266069 Jul 04 00:51:03 2003 Samplefile.gz

...
switch# gunzip samplefile
switch# dir

1525859 Jul 04 00:51:03 2003 Samplefile
...

showコマンド出力のリダイレクト
次に、出力を bootflash:ファイルシステム上のファイルに誘導する例を示します。

switch# show interface > bootflash:switch1-intf.cfg

次に、出力を外部フラッシュメモリ上のファイルに誘導する例を示します。

switch# show interface > slot0:switch-intf.cfg

次に、出力を TFTPサーバ上のファイルに誘導する例を示します。

switch# show interface > tftp://10.10.1.1/home/configs/switch-intf.cfg
Preparing to copy...done

次に、show tech-supportコマンドの出力をファイルにダイレクトする例を示します。

switch# show tech-support > Samplefile
Building Configuration ...
switch# dir

1525859 Jul 04 00:51:03 2003 Samplefile
Usage for volatile://

1527808 bytes used
19443712 bytes free
20971520 bytes total

ファイルの検索

次に、現在のデフォルトディレクトリ内でファイルを検索する例を示します。

switch# find smm_shm.cfg
/usr/bin/find: ./lost+found: Permission denied
./smm_shm.cfg
./newer-fs/isan/etc/routing-sw/smm_shm.cfg
./newer-fs/isan/etc/smm_shm.cfg
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ファイルシステムパラメータのデフォルト設定
次の表に、ファイルシステムパラメータのデフォルト設定を示します。

Table 17:デフォルトのファイルシステム設定

デフォル

ト

パラメータ

bootflash:デフォルトファイルシステム

ファイルシステムに関する追加情報
ここでは、ファイルシステムに関する追加情報について説明します。

ファイルシステムの関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco NX-OS Licensing Guide』ライセンス

『Cisco Nexus 3000 Series NX-OS Command Reference』コマンドリファレンス
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第 7 章

設定ファイルの取り扱い

この章では、デバイスの構成ファイルを操作する手順を説明します。

•コンフィギュレーションファイルの概要, on page 91
•構成ファイルに関する注意事項と制限事項（92ページ）
•コンフィギュレーションファイルの管理, on page 92
•デバイスコンフィギュレーションの確認, on page 103
•コンフィギュレーションファイルを使用した作業例, on page 104
•構成ファイルの関連資料（105ページ）

コンフィギュレーションファイルの概要
コンフィギュレーションファイルには、CiscoNX-OSデバイス上の機能を設定するために使用
されるCiscoNX-OSソフトウェアのコマンドが保存されます。コマンドは、システムを起動し
たとき（startup-configファイルから）、またはコンフィギュレーションモードでCLIにコマン
ドを入力したときに、Cisco NX-OSソフトウェアによって解析（変換および実行）されます。

スタートアップ構成ファイルを変更するには、copy running-config startup-configコマンドを使
用してスタートアップ構成に実行構成ファイルを保存するか、ファイルサーバーからスタート

アップ構成へ構成ファイルをコピーします。

コンフィギュレーションファイルのタイプ

Cisco NX-OSソフトウェアのコンフィギュレーションファイルには、実行コンフィギュレー
ションとスタートアップコンフィギュレーションの2種類があります。デバイスは、その起動
時にスタートアップコンフィギュレーション（startup-config）を使用して、ソフトウェア機能
を設定します。実行コンフィギュレーション（running-config）には、スタートアップコンフィ
ギュレーションファイルに対して行った現在の変更が保存されます。2つのコンフィギュレー
ションファイルは別々の設定にできます。デバイス構成は、永続的ではなく一時的に変更する

こともできます。この場合、グローバルコンフィギュレーションモードでコマンドを使用す

ることにより、実行コンフィギュレーションを変更しますが、スタートアップコンフィギュ

レーションにはその変更を保存しないようにします。
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実行構成を変更するには、configure terminalコマンドを使用して、グローバル構成モードを開
始します。CiscoNX-OSコンフィギュレーションモードの使用時には、通常コマンドはすぐに
実行され、入力直後またはコンフィギュレーションモードを終了した時点で実行コンフィギュ

レーションファイルに保存されます。

スタートアップコンフィギュレーションファイルを変更するには、実行コンフィギュレーショ

ンファイルをスタートアップコンフィギュレーションに保存するか、コンフィギュレーショ

ンファイルをファイルサーバからスタートアップコンフィギュレーションにダウンロードし

ます。

構成ファイルに関する注意事項と制限事項
構成ファイルに関する注意事項と制限事項は次のとおりです。

コンフィギュレーションファイルの管理
ここでは、コンフィギュレーションファイルの管理方法について説明します。

実行コンフィギュレーションのスタートアップコンフィギュレーショ

ンへの保存

実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィギュレーションに保存することで、次

にデバイスをリロードするときのために変更を保存できます。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) show running-config
2. copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

実行設定を表示します。(Optional) show running-config

Example:

ステップ 1

switch# show running-config

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

Example:

ステップ 2

switch# copy running-config startup-config
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リモートサーバへのコンフィギュレーションファイルのコピー

内部メモリに保存されたコンフィギュレーションファイルをリモートサーバにコピーして、

バックアップとして使用したり、他のCiscoNX-OSデバイスを設定するために使用したりする
ことができます。

SUMMARY STEPS

1. copy schemerunning-configserver://[url /]filename /

2. copy schemestartup-configserver://[url /]filename /

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

リモートサーバへ実行コンフィギュレーションファ

イルをコピーします。

copy schemerunning-configserver://[url /]filename /

Example:

ステップ 1

scheme引数に対しては、tftp:、ftp:、scp:、または
sftp:を入力できます。server引数は、リモートサー

switch# copy running-config
tftp://10.10.1.1/sw1-run-config.bak

バのアドレスまたは名前であり、url引数はリモート
サーバにあるソースファイルへのパスです。

server、url、および filenameの各引数は、大文字小
文字を区別して入力します。

スタートアップコンフィギュレーションファイル

をリモートサーバにコピーします。

copy schemestartup-configserver://[url /]filename /

Example:

ステップ 2

scheme引数に対しては、tftp:、ftp:、scp:、または
sftp:を入力できます。server引数は、リモートサー

switch# copy startup-config
tftp://10.10.1.1/sw1-start-config.bak

バのアドレスまたは名前であり、url引数はリモート
サーバにあるソースファイルへのパスです。

server、url、および filenameの各引数は、大文字小
文字を区別して入力します。

Example

次に、リモートサーバーへ構成ファイルをコピーする例を示します。

switch# copy running-config
tftp://10.10.1.1/sw1-run-config.bak
switch# copy startup-config
tftp://10.10.1.1/sw1-start-config.bak
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リモートサーバからの実行コンフィギュレーションのダウンロード

別の Cisco NX-OSデバイスで作成し、リモートサーバにアップロードしたコンフィギュレー
ションファイルを使用して、CiscoNX-OSデバイスを設定できます。このファイルを、リモー
トサーバから TFTP、FTP、Secure Copy（SCP）を使用してデバイスに、または Secure Shell
FTP（SFTP）を使用して実行コンフィギュレーションにダウンロードします。

Before you begin

ダウンロードするコンフィギュレーションファイルが、リモートサーバの正しいディレクト

リにあることを確認します。

ファイルに対する許可が正しく設定されていることを確認します。ファイルのアクセス権は、

誰でも読み取り可能に設定されている必要があります。

CiscoNX-OSデバイスがリモートサーバにルーティングされることを確認します。サブネット
間でトラフィックをルーティングするルータまたはデフォルトゲートウェイがない場合、Cisco
NX-OSデバイスとリモートサーバは同一のサブネットワーク内にある必要があります。

pingまたは ping6コマンドを使用して、リモートサーバーへの接続を確認します。

SUMMARY STEPS

1. copy scheme://server/[url/]filename running-config
2. (Optional) show running-config
3. (Optional) copy running-config startup-config
4. (Optional) show startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

リモートサーバから実行コンフィギュレーション

ファイルをダウンロードします。

copy scheme://server/[url/]filename running-config

Example:

ステップ 1

scheme引数に対しては、tftp:、ftp:、scp:、または
sftp:を入力できます。server引数は、リモートサー

switch# copy tftp://10.10.1.1/my-config
running-config

バのアドレスまたは名前であり、url引数はリモート
サーバにあるソースファイルへのパスです。

server、url、および filenameの各引数は、大文字小
文字を区別して入力します。

実行設定を表示します。(Optional) show running-config

Example:

ステップ 2

switch# show running-config

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 3

switch# copy running-config startup-config
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PurposeCommand or Action

スタートアップコンフィギュレーションを表示しま

す。

(Optional) show startup-config

Example:

ステップ 4

switch# show startup-config

リモートサーバからのスタートアップコンフィギュレーションのダ

ウンロード

別の Cisco NX-OSデバイスで作成し、リモートサーバにアップロードしたコンフィギュレー
ションファイルを使用して、CiscoNX-OSデバイスを設定できます。このファイルを、リモー
トサーバから TFTP、FTP、Secure Copy（SCP）を使用してデバイスに、または Secure Shell
FTP（SFTP）を使用してスタートアップコンフィギュレーションにダウンロードします。

この手順を実行すると、Cisco NX-OSデバイス上のすべてのトラフィックが中断されます。Caution

Before you begin

コンソールポート上のセッションにログインします。

ダウンロードするコンフィギュレーションファイルが、リモートサーバの正しいディレクト

リにあることを確認します。

ファイルに対する許可が正しく設定されていることを確認します。ファイルのアクセス権は、

誰でも読み取り可能に設定されている必要があります。

CiscoNX-OSデバイスがリモートサーバにルーティングされることを確認します。サブネット
間でトラフィックをルーティングするルータまたはデフォルトゲートウェイがない場合、Cisco
NX-OSデバイスとリモートサーバは同一のサブネットワーク内にある必要があります。

pingまたは ping6コマンドを使用して、リモートサーバーへの接続を確認します。

SUMMARY STEPS

1. write erase
2. reload
3. copy scheme://server/[url /]filename running-config
4. copy running-config startup-config
5. (Optional) show startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

スタートアップコンフィギュレーションファイル

を削除します。

write erase

Example:

ステップ 1
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PurposeCommand or Action
switch# write erase

Cisco NX-OSデバイスをリロードします。reload

Example:

ステップ 2

デバイスを設定するために、セットアッ

プユーティリティを使用しないでくだ

さい。

Note
switch# reload
This command will reboot the system. (y/n)? [n]
y
...
Enter the password for "admin": <password>
Confirm the password for "admin": <password>
...
Would you like to enter the basic configuration
dialog (yes/no): n
switch#

リモートサーバから実行コンフィギュレーション

ファイルをダウンロードします。

copy scheme://server/[url /]filename running-config

Example:

ステップ 3

scheme引数に対しては、tftp:、ftp:、scp:、または
sftp:を入力できます。server引数は、リモートサー

switch# copy tftp://10.10.1.1/my-config
running-config

バのアドレスまたは名前であり、url引数はリモート
サーバにあるソースファイルへのパスです。

server、url、および filenameの各引数は、大文字小
文字を区別して入力します。

実行コンフィギュレーションファイルをスタート

アップコンフィギュレーションファイルとして保

存します。

copy running-config startup-config

Example:
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 4

実行設定を表示します。(Optional) show startup-config

Example:

ステップ 5

switch# show startup-config

外部フラッシュメモリデバイスへのコンフィギュレーションファイ

ルのコピー

後で使用するために、コンフィギュレーションファイルをバックアップとして外部フラッシュ

メモリデバイスにコピーできます。

Before you begin

外部フラッシュメモリデバイスを、アクティブなスーパーバイザモジュールに挿入します。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) dir {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]
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2. copy running-config {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]filename

3. copy startup-config {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]filename

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

外部フラッシュメモリデバイス上のファイルを表

示します。

(Optional) dir {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]

Example:

ステップ 1

switch# dir slot0:

外部フラッシュメモリデバイスに実行コンフィギュ

レーションをコピーします。filenameの引数では大
文字と小文字が区別されます。

copy running-config {slot0: | usb1: |
usb2:}[directory/]filename

Example:
switch# copy running-config
slot0:dsn-running-config.cfg

ステップ 2

外部フラッシュメモリデバイスにスタートアップ

コンフィギュレーションをコピーします。filename
の引数では大文字と小文字が区別されます。

copy startup-config {slot0: | usb1: |
usb2:}[directory/]filename

Example:
switch# copy startup-config
slot0:dsn-startup-config.cfg

ステップ 3

外部フラッシュメモリデバイスからの実行構成のコピー

Cisco NX-OSデバイスを設定するには、別の Cisco NX-OSデバイスで作成され、外部フラッ
シュメモリデバイスに保存されたコンフィギュレーションファイルをコピーします。

Before you begin

外部フラッシュメモリデバイスを、アクティブなスーパーバイザモジュールに挿入します。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) dir {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]
2. copy {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]filename running-config
3. (Optional) show running-config
4. (Optional) copy running-config startup-config
5. (Optional) show startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

外部フラッシュメモリデバイス上のファイルを表

示します。

(Optional) dir {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]

Example:

ステップ 1

switch# dir slot0:
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PurposeCommand or Action

外部フラッシュメモリデバイスから実行コンフィ

ギュレーションをコピーします。filenameの引数で
は大文字と小文字が区別されます。

copy {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]filename
running-config

Example:
switch# copy slot0:dsn-config.cfg running-config

ステップ 2

実行設定を表示します。(Optional) show running-config

Example:

ステップ 3

switch# show running-config

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 4

switch# copy running-config startup-config

スタートアップコンフィギュレーションを表示しま

す。

(Optional) show startup-config

Example:

ステップ 5

switch# show startup-config

外部フラッシュメモリデバイスからのスタートアップ構成のコピー

Cisco NX-OSデバイス上のスタートアップコンフィギュレーションを復元するには、外部フ
ラッシュメモリデバイスに保存された新しいスタートアップコンフィギュレーションファイ

ルをダウンロードします。

Before you begin

外部フラッシュメモリデバイスを、アクティブなスーパーバイザモジュールに挿入します。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) dir {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]
2. copy {slot0: | usb1: | usb2:}[directory /]filename startup-config
3. (Optional) show startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

外部フラッシュメモリデバイス上のファイルを表

示します。

(Optional) dir {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]

Example:

ステップ 1

switch# dir slot0:

外部フラッシュメモリデバイスからスタートアッ

プコンフィギュレーションをコピーします。filename
の引数では大文字と小文字が区別されます。

copy {slot0: | usb1: | usb2:}[directory /]filename
startup-config

Example:
switch# copy slot0:dsn-config.cfg startup-config

ステップ 2
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PurposeCommand or Action

スタートアップコンフィギュレーションを表示しま

す。

(Optional) show startup-config

Example:

ステップ 3

switch# show startup-config

内部ファイルシステムへのコンフィギュレーションファイルのコピー

後で使用するために、コンフィギュレーションファイルをバックアップとして内部メモリにコ

ピーできます。

SUMMARY STEPS

1. copy running-config [filesystem:][directory/] | [directory/]filename

2. copy startup-config [filesystem:][directory/] | [directory/]filename

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

実行コンフィギュレーションファイルを内部メモリ

にコピーします。

copy running-config [filesystem:][directory/] |
[directory/]filename

Example:

ステップ 1

filesystem、directory、および filenameの各引数では、
大文字と小文字が区別されます。switch# copy running-config

bootflash:sw1-run-config.bak

スタートアップコンフィギュレーションファイル

を内部メモリにコピーします。

copy startup-config [filesystem:][directory/] |
[directory/]filename

Example:

ステップ 2

filesystem、directory、および filenameの各引数では、
大文字と小文字が区別されます。switch# copy startup-config

bootflash:sw1-start-config.bak

以前の構成へのロールバック

メモリ破損などの障害が発生し、バックアップされたバージョンからコンフィギュレーション

を復元することが必要になる場合があります。

copy running-config startup-configコマンドを実行するたびに、バイナリファイルが作成され、
ASCIIファイルが更新されます。有効なバイナリコンフィギュレーションファイルを使用す
ると、ブート全体の時間が大幅に短縮されます。バイナリファイルはアップロードできません

が、その内容を使用して既存のスタートアップコンフィギュレーションを上書きできます。

write eraseコマンドがバイナリファイルをクリアします。

Note
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SUMMARY STEPS

1. write erase
2. reload
3. copy configuration_file running-configuration
4. copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

スイッチの現在のコンフィギュレーションを削除し

ます。

write erase

Example:

ステップ 1

switch# write erase

デバイスを再起動します。ブートして実行するデバ

イス用のキックスタートおよびシステムイメージ

ファイルを提供するよう求められます。

reload

Example:
switch# reload

ステップ 2

デフォルトでは、reloadコマンドは、ス
タートアップ構成のバイナリバージョ

ンを使用してデバイスをリロードしま

す。

Cisco NX-OS 6.2(2)以降、reload asciiコ
マンドを使用して、デバイスのリロード

時に構成のASCIIバージョンをスタート
アップ構成にコピーできます。

Note

以前に保存されたコンフィギュレーションファイル

を実行コンフィギュレーションにコピーします。

copy configuration_file running-configuration

Example:

ステップ 3

configuration_fileファイル名引数では、
大文字と小文字が区別されます。

Noteswitch# copy bootflash:start-config.bak
running-configuration

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

Example:

ステップ 4

switch# copy running-config startup-config

存在しないモジュールのコンフィギュレーションの削除

シャーシから I/Oモジュールを取り外す場合は、実行コンフィギュレーションからそのモジュー
ルのコンフィギュレーションを削除することもできます。

シャーシの空のスロットに対するコンフィギュレーションのみを削除できます。Note
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Before you begin

シャーシから I/Oモジュールを取り外します。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) show hardware
2. purge module slot running-config
3. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

デバイスに取り付けられたハードウェアを表示しま

す。

(Optional) show hardware

Example:

ステップ 1

switch# show hardware

実行コンフィギュレーションから存在しないモジュー

ルのコンフィギュレーションを削除します。

purge module slot running-config

Example:

ステップ 2

switch# purge module 3 running-config

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 3

switch# copy running-config startup-config

構成の削除

デバイス上のコンフィギュレーションを削除して、工場出荷時のデフォルト値に戻すことがで

きます。

デバイス上の永続メモリに保存された次のコンフィギュレーションファイルを削除できます。

•新興企業

• Boot

• [デバッグ（Debug）]

write eraseコマンドを使用すると、次のものを除くすべてのスタートアップ構成が削除されま
す。

•ブート変数定義
•次のものを含む mgmt0インターフェイス上の IPv4コンフィギュレーション

•アドレス
•サブネットマスク

ブート変数の定義を削除するには、手順 1と手順 2に従います。
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管理インターフェイスのブート変数、実行構成、および IP構成を削除するには、手順 3から
手順 5に従います。

SUMMARY STEPS

1. write erase boot
2. reload
3. write erase
4. write erase boot
5. reload

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

ブート変数定義を消去します。write erase boot

Example:

ステップ 1

switch# write erase boot

デバイスを再起動します。ブートして実行するデバ

イス用のキックスタートおよびシステムイメージ

reload

Example:

ステップ 2

ファイルを提供するよう求められます。デフォルト

switch# reload では、reloadコマンドは、スタートアップ構成のバ
イナリバージョンを使用してデバイスをリロードし

ます。

ブート変数定義を消去します。write erase

Example:

ステップ 3

switch# write erase

管理インターフェイスのブート変数定義と IPv4構成
が消去されます。

write erase boot

Example:

ステップ 4

switch# write erase boot

デバイスを再起動します。ブートして実行するデバ

イス用のキックスタートおよびシステムイメージ

reload

Example:

ステップ 5

ファイルを提供するよう求められます。デフォルト

switch# reload では、reloadコマンドは、スタートアップ構成のバ
イナリバージョンを使用してデバイスをリロードし

ます。
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非アクティブなコンフィギュレーションのクリア

非アクティブなサービス品質（QoS）やアクセス制御リスト（ACL）の構成はクリアできま
す。

手順の概要

1. （任意） show running-configタイプ inactive-if-config
2. clear inactive-config policy

3. （任意） show inactive-if-config log

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

非アクティブなQoSとACLのコンフィギュレーショ
ンをすべて表示します。

（任意） show running-configタイプ inactive-if-config

例：

ステップ 1

type引数の値は、aclmgrおよび ipqosです。# show running-config ipqos inactive-if-config

• aclmgr：aclmgrの非アクティブな構成を表示し
ます。

• ipqos：qosmgrの非アクティブな構成を表示し
ます。

非アクティブなコンフィギュレーションをクリアし

ます。

clear inactive-config policy

例：

ステップ 2

policy引数の値は、qosおよび aclです。# clear inactive-config qos
clear qos inactive config

次に、値について説明します。Inactive if config for QoS manager is saved
at/bootflash/qos_inactive_if_config.cfg

• qos：非アクティブなQoS構成をクリアします。for vdc default & for other than default vdc:
/bootflash/vdc_x/qos_inactive_if_config.cfg (where
x is vdc number) • acl：非アクティブなACL構成をクリアします。
you can see the log file @ show inactive-if-config
log • acl qos：非アクティブなACL構成および非アク

ティブな QoS構成をクリアします。

非アクティブなコンフィギュレーションをクリアす

るのに使用されたコマンドを表示します。

（任意） show inactive-if-config log

例：

ステップ 3

# show inactive-if-config log

デバイスコンフィギュレーションの確認
構成を確認するためには、次のいずれかのコマンドを使用します。
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目的コマンド

Running Configurationを表示しますshow running-config

スタートアップコンフィギュレーションを表示します。show startup-config

これらのコマンドの出力フィールドの詳細については、ご使用のデバイスの『Cisco Nexus
Command Reference』を参照してください。

コンフィギュレーションファイルを使用した作業例
ここでは、コンフィギュレーションファイルを使用した作業例を示します。

コンフィギュレーションファイルのコピー

次に、bootflash:ファイルシステムに実行コンフィギュレーションをコピーする例を示します。
switch# copy system:running-config bootflash:my-config

コンフィギュレーションファイルのバックアップ

この例では、bootflash:ファイルシステムにスタートアップコンフィギュレーションをバック
アップする方法を示します（ASCIIファイル）。
switch# copy startup-config bootflash:my-config

この例では、TFTPサーバにスタートアップコンフィギュレーションをバックアップする方法
を示します（ASCIIファイル）。
switch# copy startup-config tftp://172.16.10.100/my-config

この例では、bootflash:ファイルシステムに実行コンフィギュレーションをバックアップする
方法を示します（ASCIIファイル）。
switch# copy running-config bootflash:my-config

以前の構成へのロールバック

現在のコンフィギュレーションを以前保存したコンフィギュレーションのスナップショットコ

ピーにロールバックするには、次の手順を実行する必要があります。

1. write eraseコマンドで、現在の実行イメージをクリアします。

2. reloadコマンドで、デバイスを再起動します。
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デフォルトでは、reloadコマンドは、スタートアップ構成のバイナリバージョンを使用してデ
バイスをリロードします。

reload asciiコマンドを使用すれば、デバイスのリロード時に構成のASCIIバージョンをスター
トアップ構成にコピーできます。

Note

3. copy configuration_file running-configurationコマンドで、以前保存した構成ファイルを実
行構成にコピーします。

4. copy running-config startup-configコマンドを使用して、実行構成をスタートアップ構成に
コピーします。

構成ファイルの関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco NX-OS Licensing Guide』Cisco NX-OSライセンス設定

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OS基本コマン

ドリファレンス

コマンドリファレンス
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翻訳について
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